


[image: ]










竜の里の乙女ですが、恋は図書館で見つかりますか？
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「むかしむかし、このエルオールの大地には邪悪な竜が棲んでおりました。ですが、一人の英雄が竜を討伐すべく立ち上がったのです」






　それは、この国に住む人たちなら誰もが知っている物語。子どもたちはみんな大好きな、建国神話を元にしたおとぎ話の一つだ。もう何度この話を読んだかしれないが、今日もみんな目を輝かせて聞いている。

　私はマリエル。エルオール王国王立図書館で司書をしている。司書と一口に言っても、本の貸し出しや返却の受付、管理や選定、収集、果ては掃除の他、こうして読み聞かせのイベントなんかも行っている。なので、この本はもう暗唱できるほど読んだ。

　文字が大きく、難しい表現も使われておらず、挿絵もふんだんに盛り込まれているこの本は、いわゆる子ども向けに作られた児童文学なのだろう。表紙には子牛革が使われていて、多少傷はついているものの、それが多くの人に愛されてきたことを物語っているように見えた。また、ストーリーもいたって単純明快だ。

　だが、私としては少し複雑な気分でもある。

　めでたしめでたし、でお話が終わって本を閉じると、わっと興奮した様子で十数名の子どもたちが駆け寄ってくる。

「おれも大きくなったら竜を倒したい！」

　活発そうな男の子が威勢よく叫べば、

「竜なんて想像の生き物だよ。実際にはいないから」

　隣にいた頭のよさそうな眼鏡の男の子は澄ました声を上げる。かと思えば、遠巻きに座って見ていた女の子は、しゅんとした顔をして俯いた。

「竜さん、倒されちゃってかわいそう……」

　盛り上がる男の子たちを鎮めると、私は彼女に近づいて膝をつき、よしよしとその小さな頭を撫でる。

「あなたは、竜が怖くないんですか？」

　そう聞いてみると、女の子はおずおずと顔を上げ、それから「んー」と少し悩んでから口を開いた。

「怖いよ。でも……」

　その先を言い淀む女の子の視線は、私が持つ本にじっと注がれている。気づいて本を差し出すと、彼女はそれを両手で受け取って表紙を私の方に向けた。

「でもね、この絵の竜さんは、とってもキレイだから好き！」

　一人の青年と背中合わせになった黄金の竜。表紙にはそんな絵が描かれている。

　討伐されるという役割上、表紙や挿絵に描かれる竜は禍々しい姿のものが多いが、この本は子ども向けだからだろうか、それらよりは少し可愛らしい筆致だ。

「こわい絵の竜さんもいるけど、ときどきね、すごくキレイな子がいるの。翼もね、コウモリみたいのじゃなくて、鳥さんみたいな子や、ふわふわの毛が生えてる子もいるんだよ」

「よく知っているんですね」

「うん。わたし、本だいすきなの。ねえ、お姉さんは、どの姿が本物だと思う？」

　問われて、今度は私が「うーん」と悩む。……正確には、悩む振りをする。

「そうですね。もしかすると、どの竜も本当にいたかもしれませんよ。私たちだって髪の色も様々ですし、体の大きさも違うでしょう？」

「そっか！　じゃあ、お姉さんみたいな髪の色の竜もいたかな？」

　私の赤い髪に手を当てて、無邪気な口調で女の子が首を傾げてみせる。

「……ええ、きっと」

　そんな彼女の無垢な笑顔に、私もにこっと笑ってそう答えた。

　彼女はきっと、想像もしていないだろう――私がその、竜の血を引いているなんて。

　竜狩りによって竜が滅び、人がこの地にエルオール王国を築いて千年。もはやその存在は物話に出てくるのみとなっている。

　一対の翼を持ち、空を舞い、人を超える叡智を備え、巧みに魔法を操り、それでいて魔物よりも高い殺傷能力を持ち、さらには悠久の寿命も併せ持つその生物は、長い間生き物の頂点に君臨していた。しかしその覇権は人へと移ることになる。

　一方的に蹂躙される人を哀れみ神が流した涙は、竜を貫く一振りの剣となり地上にもたらされた。その聖剣を手にした一人の青年は、人々を率い、竜を駆逐し始めたのだ。長き闘争の末に竜は絶滅し、人の世が訪れたと神話は語る。

　しかし、実際には竜は滅んではいなかった。魔法を使って人へと姿を変え、人の世に紛れてひっそりと生き延びていて、私はその一族にあたる。私たち竜族は決して竜の姿にはならず、竜の里でのみ暮らし、人と関わらずに生きてきた。それが私たちの掟だからだ。だけど私はそんな暮らしに嫌気が差して、五年前、掟を破って一人里を飛び出してきた。

　だって、どうせ一生、人の姿で暮らすのだ。それなら人の世で生きたってかまわないではないか。

　争いさえしなければ、竜は人と共存できたはずなのだ。現に私は、今こうして人と共に暮らしている。一緒に働く人たちとだって、ちゃんとうまくやっているんだもの。

　子どもたちを見送って、読み聞かせのために用意した本をまとめていると、コンコン、とノックの音がした。返事をすると扉が開いて、明るい茶髪に私と同じ王立図書館職員の制服を着た青年が顔を覗かせる。

「ニコル先輩」

　彼の名前はニコル・クレマン。私より数年長くこの王立図書館で働いている先輩だ。ここの職員は年配の人ばかりだけれど、この先輩は私より少し年上なだけでまだ若く、そのせいかよく私の面倒を見てくれる。

「お疲れ様、マリエル。片付け手伝おうか？」

「ありがとうございます。でも一人で大丈夫ですよ」

「そう？　じゃあ、それ終わったら館内の灯りをお願い。そろそろ暗くなるから」

「わかりました」

「ごめんね、あれこれ頼んじゃって。僕も魔法が使えたら良かったんだけど」

　そう言い残して、ニコル先輩は部屋を出ていった。

　館内の灯りを点けるのは私の仕事だ。なぜなら、私は炎の魔法を使えるからだ。魔法の炎は、対象物以外を燃やさないから灯りに重宝される。

　でも、魔法を使える人間はどんどん減っていて、今では結構珍しい。私が来るまでは、城から灯りを点けるためだけに宮廷魔術師を呼んでいたそうだ。もしかして私が採用されたのは、魔法が使えるからかもしれない。本当は隠しておきたかったけれど、魔法が使えることは就職でとても有利だと聞いていたので、黙っていられなかった。私はどうしても、ここで働きたかったから。もちろんそのために死にもの狂いで勉強したし、たくさん努力もしたけれど、私のように身よりがない者は、王国の施設で働くのにとても不利だった。

　人間の魔法と竜の魔法は少し違う。物語の竜は、よく口から火や氷を吐いているけれど、あれは吐息ではなく魔法で、精霊を使役して起こしている。対して人が使う魔法は精霊にお願いして使うもの。具体的な違いとしては、魔法陣や呪文など、精霊との媒介になるものを竜は必要としない。ただし、すべての精霊を意のままに操れるわけではない。昔はそういう竜もいたとかいないとか、里の伝承にはあるけど定かじゃない。

　私は炎竜えんりゅうの末裔なので火の魔法を得意としている。結果的に、それがとても役に立ったわけだ。

　窓の外を見ると、たしかにもう日が暮れかけている。今の時期は暗くなるのが早い。手早く片付けをすませると、読み聞かせ用の本を抱えて談話室を出る。そして、点在するロウソクに一つ一つ火を入れていく。むにゃむにゃと、口の中で適当な呪文を唱えるフリをして。

　そんな私の姿を見た職員たちは、毎日のように労いの言葉をかけてくれる。

「マリエル、いつもありがとうねぇ」

「おっ、助かるよ」

　ほら。こうやって、ちゃんと私はみんなと打ち解けて働けているのだ。

　そうして私は今日も無事に一日の業務を終え、いつも通り暗くなる道を家まで歩いて帰るのだった。






「あぁ、疲れた～」

　家に帰ると、私は早々に仕事の制服を脱いで、ベッドの上に身を投げ出した。家といっても、宿の一室を間借りしているだけなので私の家というわけではないのだけど、一人で住むには充分だ。ベッドに腹ばいになると、普段は魔法で隠している翼をバサリと伸ばす。文字通り、羽を伸ばすというものである。これがえも言われぬ解放感なのだ。ずっとひっつめていた髪を下ろしたときとか、余所行きを脱いだときとかの感覚に似ている、と言ったら人にもわかってもらえるだろうか。

　十七歳で里を出て、王都に来て五年。

　竜族は生まれたときから人の姿で暮らすから、その状態でいるのは本来の姿よりも自然なこと。ただ気を抜くと、魔法の一部が綻んでしまうことはある。幼いときはクシャミをした拍子に角だの翼だのが飛び出して、そのたびに母からきつく叱られたものだ。成長と共に力を抑制した状態の方が自然になって、今はクシャミしてもびっくりしてもそんなヘマはしないけれど。

　でも今日はイベントもあったし、休日だったから来館者も多くて疲れた。家の中でなら少しくらい気を抜いてもいいだろう。もちろん鍵も閉めたし、窓はカーテンだけじゃ心配だから雨戸も閉めている。そんな締め切った暮らしでも、里での隠遁生活よりずっとずっといい。

（だけど……）

　心地良い疲労にまどろみながら、心の中でだけ呟く。

　だけど、独りぼっちは少しだけ寂しい。

　遠くない未来、きっと竜族は滅びるだろう。長い時間を経て、竜の姿に戻れない者も増えてきた。そういう者たちのほとんどは里を出ていって戻ってはこなかった。そんな中で強い力を持って生まれてしまった私は、そりゃあ里ではお姫様のように大事にされた。でも里の大人たちはみんな、私が力の強い竜族と結ばれて、種を絶やさないことを望んでる。

（そんなのは、嫌だ）

　ぎゅっと枕を抱きしめる。

　それくらいなら独りでも我慢する。でもできるなら……一緒にいて楽しい人と、心から一緒にいたいと思える人と出会えたらいいのにな。そんな未来を思い描きながら、私はまどろみの中に落ちていった。

















第一章　夜色の青年












　翌朝、私は通い慣れた図書館までの道を小走りに駆けていた。昨日うっかりあのまま眠ってしまい、いつもより少し寝坊してしまったのだ。だけど、走ったおかげでなんとかいつもと同じ時間には到着できた。

　まだ風は冷たくて春はもう少し先だけど、体が火照って制服のマントを脱ぐ。そうして切れた息を整えていると、後ろから肩を叩かれた。

「おはよう、マリエル。寝坊でもした？」

「おはようございます、ニコル先輩……私、何か変ですか？」

　寝坊の言い訳をしようか迷っていると、ふと先輩がこちらを凝視していることに気がついた。なんだろう。まさか翼をしまい忘れてたとか？　いやいやまさか。そんなことあるわけないし、もしそうだったら先輩もこんなに落ち着いてはいないはず。だけど一応、頭に手をやって角がないか確認してしまう。

「あ、うん、それそれ」

「え……!?」

　まさか角？　と思ったけれど、手に角の感触なんてもちろんない。

「そこ、寝ぐせ」

「あ、ああ……ごめんなさい。直してきます」

　朝寝坊の影響がこんなところに。一応櫛は通したのだけど、走ったせいでまた跳ねてしまったようだ。

「別にかまわないと思うよ、それくらい。ただ、マリエルっていつも身だしなみ完璧って感じだから、ちょっと珍しいと思って。うん、逆にその方がいいかも」

「そ、そうですか？」

「マリエルはきっちりしていて好感が持てるけど、ちょっと隙がなさすぎる気もするんだよね。女の子は少し抜けがあった方がもてるよ？」

「そうなんですか？　じゃあ、こっちの髪型のほうがいいでしょうか」

　真剣に聞き返すと、先輩は驚いたような顔をした。

「えっ、冗談だったんだけど。もてたいの？」

「そうですね、できれば」

　さらに大真面目に返答すると、ニコル先輩は耐えかねたようにプッと噴き出した。

「マリエルって真面目な優等生って感じだと思ってたけど、そんな冗談も言うんだ」

　くすくすと笑いながら、先輩が通り過ぎていく。

　うーん、あながち冗談でもないのだけど。

　当てもなく王都に来て、住み込みで働かせてもらいながら、自立したくて必死に勉強した。職を得るための知識も必要だったけど、それ以前に、私は人について勉強しなければならなかった。

　人間の世界で生きていても浮かないよう。目立たないよう。人として生きられるように。先輩が優等生と言うのは、たぶん私が模範的であるように努力しているからだろう。

　おおよそでも、規則や正解があることはわかりやすい。例えば、身分や年齢による上下関係。仕事内容。身だしなみ。それらはたまに曖昧なことがあっても対応しやすい。例えば上下どちらかわからないときは、とりあえず丁寧に接しておけば間違いない。だから、私は誰にでも丁寧に接することにしている。

　問題は、正解がないもの、人によって著しく違うものだ。例えばおしゃれ。友達の作り方、そして恋人の作り方。これらは人に聞いても本を読んでも未だによくわからない。聞く人、書く人によって違いすぎる。ひどいときにはまったく正反対の答えになる。

　恋愛を描いた物語もたくさん読んだ。でも物語ほど現実はうまくいかないのが常で、こればかりは本を読んでもどうにもならない。

　隙とか抜けとか。そんなふわっとした概念、私には難しすぎる。そんなことを考えながら朝の掃除をしていると、ギィ、と入口の扉が開く音がした。

「すみません。まだ開館前……」

　王立施設の始業は、城の鐘が鳴ってから。王都で暮らす人の常識だ。でもたまに間違える人はいる。いつものように声をかけようとして、私は途中で言葉を切ってしまった。

　夜、静かに浮かぶ月のような銀の髪。その月に照らされた夜空のような藍の瞳。

　こんなに綺麗な人は初めて見る。でもどこか陰の気質を感じる、夜そのもののような人だ。

　ぴしっとした黒のスーツにはさりげなく細かい刺繍があしらわれ、袖口からちらりと覗いた白いシャツには銀のカフスが煌めいている。一目で高級だとわかる衣服を見事に着こなしている彼に、つい言葉も忘れて見惚れてしまった。

「いつだ？」

「え？」

　ぼうっとしていて、何を言われたのか一瞬理解できなかった。聞き返した私に、彼は淡々と一言で補足する。

「開館時間」

「ええと、鐘……」

　言い淀んでしまったのは、呆けていたわけでは決してない。ここで働いていて初めて聞かれたからだ。だって、そんなこと子どもでも知っているから。でもまさかそんな失礼な言い訳ができるわけもなく。

　そのときちょうど時計塔から響いてきた鐘の音が、私たちの会話を割く。

　すると彼は黙ったまま私の横を通り過ぎ、奥の机の椅子を引いた。朝一番に図書館に来て、本も持たずに席につくなんて、やっぱり少し変わった人だ。

　鐘が鳴って、他の利用客も姿を見せ始めた。近づいてくる足音に、私は意識を仕事へと切り替える。

「すみません、本を返却したいんですが」

「あ、はーい」

　あわてて返事をして呼ばれた方に向かい、返却された本と貸し出しリストを照らし合わせる。

「ありがとうございました」

　本を返しに来てくれた人たちへの対応を一通り終え、返された本を棚に戻すために立ち上がる。ちら、とさっきの青年を見ると、やはり彼の前には一冊の本もなかった。ただ机に向かって真顔で座っている。その目には何も映っていないように見えた。

　一体何しに来たんだろう……別に他の人の迷惑になるようなことはしていないし、目くじらを立てるようなことでもないのだけど。

「ちょっと、マリエル」

　いつの間にか近くまで来ていたニコル先輩に手招きされて、私は彼の傍まで近づいた。

「あの人、なんだか変じゃないか？　マリエルは見覚えある？」

「いえ。初めて来られた方だと思いますよ。開館時刻も知らないようでしたし」

　口元に手を当て、こそこそと言う先輩に、私も同様に声を潜めて囁き返す。やっぱり先輩も気になっていたみたいだ。

「王都暮らしでそんな人いるかなあ」

「絶対にみんなが知っているとは言い切れないでしょう。図書館の利用者も最近減っていますし」

　私がここに勤め始めた頃もそう聞いてはいたが、実際働いてみても年々減っていくのを体感している。もしこのまま減り続ければ施設を取り潰されてしまうこともあり得るわけで、イベントなどを催して利用者を増やそうとしているのだ。

　しかし先輩は納得できないように「うーん」と唸ると、また声を上げた。

「なんか、服に血がついていないか？　役人に通報した方がいいかもしれない」

「でもそうと決まったわけじゃないですし。私、ちょっと声かけてみますね」

「危ないよ。まず館長に相談しよう」

「でも、今、会議中ですし。大丈夫ですよ」

　人の姿をしている間は力も能力も制限される。それでも私はただの人よりは生命力も回復力もある。危険な人だとしたら、私が図書館を守らねば……という使命感に駆られ、先輩の制止を振り切って私は件の青年に近づいた。

「あの、よろしければ何か本をお持ちしましょうか？」

　当たり障りない言葉で声をかけると、青年が顔を上げる。誰が見ても美青年と口を揃えるだろう整った顔をしているけれど、目つきは鋭く、眉間には皺がある。それは人が不機嫌なときにする表情だ。

「必要ない」

　そうやって私を睨みつけながら、彼は私の提案を一言でばっさり切り捨てた。その声にも抑揚がなく、まるで氷竜の吐息のごとくだ。しかし私は怯まない。なぜなら私は炎竜の一族だから……というわけではないけれど。仕事の一環だから。

「本を読みに来られたのではないのですか？」

「まあ、ここで本を読まないのは妙か……」

　独白するように呟き、青年が長く息を吐き出す。あれは溜め息というもので、気分の良いときにする仕草ではなかったはずだ。一体全体、どうしてこの人はこんなに不機嫌なのだろう。

「ではどういう目的で図書館に？」

「……休暇だが、することもなくてな。人から勧められてここに来たが、生憎俺は本というものが好きじゃない」

　勧められたとはいえ、好きでないならわざわざ来ることもないだろうに。しかし、会話に応じてくれるところをみるに、見た目ほど機嫌が悪いということもないのかもしれない。返事がもらえたことにほっとして、提案を続けてみることにする。

「それはもったいないです。これを機にぜひ一度本に触れてみてはいかがでしょうか。本は知識の宝庫ですよ」

「わざわざ読まなくても、必要な知識は一度見聞みききすれば充分だろう」

　なるほど。どうやら、とても聡明な人間らしい。少し傲慢である気もするけれど。

「使わない知識を、長々と本を読んでまで得ようとは思わない。時間の無駄だ」

　時間の無駄。そういう解釈は初めて聞いた。でも理解できなくもない。

　里ではあまり時間の概念がなかった。閉じた世界にいた私にとって、本は唯一外の世界を知る手がかりだったから、私は本が好きだった。だけど特にここ、王都の人間は、時計なんてものを身に着けるほど時間に縛られて生きている。働いてみてわかったけど、たった一日の間で人はとても目まぐるしく動くのだ。里の生活が暇で暇で仕方なかった私にとっては新鮮で楽しいけれど、娯楽に欠けるところがあるとは思う。

　だとすればやはりもったいない話だ。里は出たものの、私が知る世界はまだごく一部にすぎない。だけど、本を読めばどこにでも旅立てる。まだ見ぬ国にも、過去にも未来にも、この世に存在しない世界にも。実際に行くよりも少ない時間でそれを得られるのは、無駄どころか効率的だと思うのだけれど。

「だというのに、俺にここを勧めた者が、俺には見識が足りんから読むようにと言うんだ。だが俺には何が足りないのかわからない。本でそれが得られるとも思わない」

　ぴくりとも表情を動かさずに言うその様子を見るだけで、私には彼に何が足りないのかわかるような気がした。

　情緒だ、情緒。

　私が人を好きな理由。豊かな表情による感情の表現や、繊細な心、巧みな話術による相互理解。だからこそ、人は竜の心をも揺るがす創作ができると思っている。しかし、この青年にはそういう人の豊かな情緒がまったく欠如しているように見える。

　さて、そのような相手とどう接すべきか。人間関係の基本、めいっぱい笑顔を作ったつもりだが、あまり有効ではないようだ。提案も切り捨てられた。となれば、あとは論理的説得だろうか。

「おっしゃることはわかります。しかし、このままぼんやりしていてもそれこそ時間の無駄なのではないでしょうか？　どなたかに言いつけられたのでは、帰ったときに何を読んだのか聞かれるでしょう。それでも今読むのは気が向かないというのであれば、図書館では貸し出しもできますし、せめて何か借りていかれたら読んでいなくとも申し開きができるのでは？」

　返事はなかった。だけど、ないということは言い返せることもないということだ。だってここまでの会話では、すぐに反論が飛んできていたから。

　だから私は、再びにっこりと笑ってみせた。

「いくつか見繕ってきますのでお待ち下さい」

「要らん。もう帰る」

「そう言わずに。少しだけ待っていて下さいね」

　彼はまだ何か――おそらく拒否の言葉を言いかけていたけれど、かまわず私はその辺りの棚からひょいひょいと本を取り出し始めた。そうして十冊ほどあろうか、抱えられるだけの本を抱えて戻ってくると、やっぱり彼はまだ同じ場所にいた。たくさんの本を抱えた私を見て、彼が呆れたように唸る。

「一体何冊持って来たんだ……」

「どれが気に入ってもらえるかわからないので、色々な種類をご用意しました。ご紹介しますから、ちょっと談話室まで来てもらえますか？」

　多くはないといえ、利用者もさっきより増えた。いくら声を絞っても、ここでこのまま話をしていては迷惑になる。本を選んでもらうために青年を談話室まで誘うと、彼はさきほどよりもっと大げさに溜め息をついてみせた。それでも私が歩き出すと後ろをついてくるし、なんなら私が両手いっぱいに抱えていた本を黙って半分持ってくれた。

　よほど暇なんだろうか。でも、少なくとも先輩の言うような悪い人ではなさそうだ。

　談話室に着くと、机の上に持っていた本を置き、残りの本も彼から受け取って並べる。

「それではさっそく。一通りの知識はあるようですので、珍しい専門書をいくつかお持ちしました。いずれもその辺では手に入らないものです。こちらは特に南部の植物について細かく記されたもので」

「別に南部に行く予定もないのに、必要か？」

「もちろん、他にも各地のものを取り揃えております。南部は一番種類が多いし、珍しいかと」

「植物に興味はない」

「では動物は？　北部の厳しい環境で育つ動物についてなどはいかがでしょう」

「動物にもない」

「では、お好きなものは？」

「ない」

　あまりにも寂しい即答が聞こえて、私は本のページをめくる手を止めた。

「好きなことが何もないというのは、寂しくはないですか？」

「お前の価値観を押し付けられてもな。いちいち寂しいなどと考える必要があるか？」

「すみません。押し付けたつもりではないのですが……」

　まったく会話が膨らまない。普通の会話をしているだけのつもりなのに、何を話しても険悪になってしまう。そもそも、寂しいかどうかは考えるものではなく感じるものではないのだろうか。

　この表情筋の硬い冷徹な青年に、昨日の子どもたちのキラキラした目を見せてあげたいものだ。幼い頃は、この青年もあんな目をしていたのだろうか。そう考えたら、ふと頭に浮かんだ本があった。

「むかしむかし、このエルオールの大地には邪悪な竜が棲んでおりました」

　もう完璧にそらんじることのできるその物語の出だしを口にすると、青年が意表をつかれたような顔をする。

「ご存知ですか？」

「……俺にはおとぎ話が似合いとでも？」

　知っているかどうかを聞いただけなのに、また不思議な返事が来た。なぜか、この人とは円滑な会話をするのが難しい。どう答えるのが正解なのか判断できないので、ひとまず当たり障りなさそうな言葉の一部だけを拾って、私が言いたいことを続けることにする。

「今おとぎ話とおっしゃいましたが、そもそもこの物語は、建国神話を子ども向けに簡単な言葉で書き直されたものなんです。建国神話は他にも老若男女を対象に、さまざまな作家によって書かれたものがあるんですよ。中でも私のおすすめが、この二百年前、作家セレスタン・バルテによって書かれた、竜殺しの英雄の半生を描く大長編シリーズで……」

「興味ない」

　ふい、と彼が目を背ける。なんだろう。気が進まない感じではあっても、今までは一応話を聞いてくれてたのに、今の声には明確な拒絶があった気がする。それがなんだか気になって、私は思わず退室しかけた彼を呼び止めていた。

「待って下さい。あの、もし良かったらなんですが、朗読会に来てくれませんか？」

「朗読会？」

　彼は振り返らなかったが、一応は足を止め、そう聞き返した。

「はい。私が本を音読して、それを聞いてもらうという催しです。あなたの時間を無駄にしないかどうかはわかりませんが、少なくとも座って長々と文字を読むだけという作業ではなくなります。次の休日にやりますので、もし都合がつきましたらぜひ」

　すぐにでもこの場を去られてしまいそうなので、彼の背中に向かって手短にそう説明すると、彼はちらりとこちらを振り返ってまた溜め息をついた。三度目だ。

「……気が向いたらな」

　呆れたようにそう言って、今度こそ彼は談話室を出ていった。あの様子では来てくれないかな。でも私はそれより別のことに気を取られていた。ふと思いついたことがあったのだ。

　ちょうどそのとき、遠慮がちに談話室の扉が開いた。一瞬、やっぱり本を借りるためにあの青年が戻ってきたのかと思ったけれど、顔を覗かせたのはニコル先輩だった。

「マリエル、大丈夫だった？　ごめん、ちょっとカウンターが立て込んじゃって、様子見てあげられなくて」

「いえ、こちらこそカウンターをお任せしてしまってすみません。それと、ニコル先輩に相談したいことがあるんです」

　本を片付けながら、私はさっそく思いついたアイデアを先輩に話してみることにした。

「次の朗読会のことなんですが……」

















第二章　大人のための朗読会












　それからあれよあれよと日々が過ぎ、気がつけば週末になっていた。あのとき先輩に提案した私の企画は館長からも無事了承を得られたので、通常業務に加えてイベントの告知や準備にも追われ、私はいつもよりちょっとだけ忙しい日々を過ごすことになっていたのだが。

「すごいよマリエル。大盛況じゃないか」

　当日、図書館を訪れる人の列を見て、先輩が感嘆の声を上げる。あの日、あの本が苦手な青年と会ってから私が企画したのは、本を読むのが苦手な人に向けての朗読会だった。今までは主に子どもを対象にしてきたのだけど、今回は大人でも気軽に来られるように告知を工夫したのだ。

　本を読むのが苦痛、という観点が私にはなかったのだけど、そういう人はやっぱり彼だけではなかったみたい。

　だけど、あの翌日から準備を始めて数日で、こんなに広がるとは思わなかった。本を読むのが好きではなくても、必ずしも物語に興味がないというわけではないようだ。予定人数を超えてしまい談話室では狭くなってしまったので、急遽予定を変更して、大人が五十人はゆうに入れる会議用の部屋へと場所を変えることになるほどだ。それはもちろん嬉しいことなのだけど。

「なんだか緊張してきました……」

「まあ、たとえ一人でも本を好きになってくれればいいじゃないか。気楽にね」

「ありがとうございます。では、私そろそろ行きますね」

　用意していた本を抱えて言うと、彼はその本へと視線を当てた。

「その本って、シリーズものじゃなかった？　それも結構長いよね」

「はい。今日だけで全部読むんじゃなくて、定期的に開催して、次は続きから始めるつもりです」

「なるほど。その方が、続きが気になってまた来ようとか、続きを借りようって思う人が現れるかもしれないというわけだ。よく考えたね」

　そう、まさにそれが狙いだった。でもかなり悩んだのだ。本を読むのに慣れていない人だから、短編集とか、短いお話の方がいいかもしれないと。今もどちらが正解かはわからない。

「いいと思うよ。というか、僕も聞きに行きたいくらいだよ。実はそのシリーズ、長いから手をつけるのが億劫になっちゃってまだ読んでないんだ」

「そうなんですね。じゃあ、手が空いたらぜひ」

　先輩は本を読む人なのに、それでも長いと迷ったりするんだ。だけど機会があれば読もうと思ったりもする。それも新しい発見だった。ともあれ、私は本を抱えて踵を返した。

　会議室の扉を開けると、想像していたより多くの人がいて、昨日の時点で私が用意していたより椅子の数がずっと増えた。ざっと見渡してみたけど、やっぱりあの銀髪の青年の姿はなかった。

　あの人と会ったからこの企画ができたことを考えると、少し残念だけど仕方ない。気を取り直して、唇を湿らせる。

「こんにちは。王立図書館、司書のマリエルといいます。さっそくですが、今日読ませていただくのは大長編シリーズの第一巻で――」

　そう切り出すと、ざわついていた場が静かになる。そのとき、遅れて部屋に入ってきた人の姿に気がついた。……あの人だ。
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　少し嬉しくなりながら、私は手短に本の説明をした。

「いつも子どもたちに読んでいる本は、この国ではみなさん誰もが知っているおとぎ話ですが、あれは建国神話を子ども向けの童話にしたものです。ですが、建国神話をモチーフにした物語は他にもあって、今日読むのもその一つ。タイトルは『英雄と竜』です」

　大筋はどれも変わらない。エルオールの成り立ち、英雄が竜を倒して人の国を築くというものだけれど、それぞれ著者の創作が多分に含まれていて趣が異なる。今日はその中でも私が好きなシリーズを持ってきていた。

　主人公がただ『英雄』というだけでなく、人として生まれ、剣を手にして戦いに赴くまでの背景がしっかりと語られている。それには輝かしい英雄としての戦績だけでなく、苦悩や葛藤も含まれるので読んでいて辛いときもあるのだけれど、その分物語にとても厚みや深みが出るのだ。それでいて、長い話だけど文章はまったく冗長ではなく、どの場面にも読者を惹きつけるような不思議な魅力があるので、飽きることなくどんどん読み進んでしまうのである。

　音読するにもつい熱が入り、予定していたところまで思ったよりも短く感じた。読みながら見ている限りでは、退屈そうな人や居眠りする人はいなくて、みんな真剣に聞いてくれているように思えた。

「……今日はここまでです。この続きはまた来週読みますので、良かったら来て下さいね。それから、このシリーズは当館でも貸し出していますので、興味がありましたら声をかけて下さい」

　といって、本屋ではないので一冊ずつしか用意がない。もし希望者が殺到したらどうしよう――と身構えていたのだが、ぞろぞろと帰っていく列の中で声をかけてくれる人はいなかった。

　うーん、やっぱり短編の方が良かっただろうか。でもまだ初日だし、結論を出すのは早い。次の反応を見て考えようと思い直したときだった。

「それを借りたい」

　諦めかけたときに声をかけられ、嬉しくて満面の笑顔で顔を上げる。そして、さらに驚いた。

「あなたは……」

　藍の瞳と視線がぶつかる。あの、本を読むのが好きではないと言った青年。

「あの、かなり長い話ですし、無理をしなくても大丈夫ですよ。私に気を遣って下さっているなら……」

「そうじゃない。少し興味が湧いただけだ。それに、以前はお前に言われた通り、何も読んで帰らなかったから勧められた手前気まずい思いをした」

「そう……ですか」

　少し意外な気がする。本は好きじゃない、そもそも好きなものがない、表情も薄いか険しいかというこの人でも、読み聞かせをされれば興味が湧くものなのか。さすが文豪セレスタン・バルテである。そう言われれば貸さない理由などない。

「では、利用カードを作成しますね。お名前を教えて下さい」

「……ジスランだ」

「姓は？」

「ない」

　姓がないのは別に珍しいことではない。里から出てきた私はそれを隠すため、孤児で親の身元も不明ということにしているのでなく、マリエルとだけ名乗っている。だけど、こんなに容姿や身なりの良い人、絶対どこかいいところのお坊ちゃんだと思ったのだけれど。

　まぁ、名乗りたくない場合だってあるだろう。とりあえず腰のポーチから新しい利用者カードを出すと、彼の名前を記入し、さらに日付と本のタイトル、担当者として自分の名前を書き入れる。

「貸し出し期限は一週間後です。返却時には必ずこのカードを一緒に持ってきて下さいね」

「マリエル」

「はい？」

　規則の説明をしていると突然名前を呼ばれ、あわてて返事をする。だけど彼――ジスランは、呼んでおきながらこちらを見もせず、私が渡した利用カードをじっと見ていた。

「いや。このお節介な女の名前が気になっただけだ」

「でしたら聞いてくれれば……」

「嫌味も通じないのか」

　ぼそり、と言われる。嫌味とは、たしか相手に不快感を覚えさせる言葉だっただろうか。

「たしかにお節介だったかと思っておりましたので。でも、今日来て下さってありがとうございます。あなたに会ってこの企画を思いついたんです」

「あんなやり取りがあったあとで、わざわざ『大人のための朗読会』なんて銘打たれたらな」

「おかげで盛況でした。ありがとうございます」

　礼を言うと、彼はなんとも表現しがたい変な顔をした。これはどういった感情なのだろうかと思案しているうちに、ジスランが私の手から本を受け取ろうと手を上げる。上着の袖が上がってカフスが光った。この前とは違う藍色の石があしらわれたそれは、とても美しいけれど夜空のような冷たい色だ。まるで彼の瞳みたいと思って見ていると、ふとその横に赤黒い染みがあることに気がついて、私は本を引っ込めた。

「腕、怪我していませんか？」

　血だ。袖口に血が滲んでいる。そういえば、前に来たときも服に血がついていると先輩が言っていたような。

「怪我？　……ああ。この程度のもの、怪我なんてほどのものじゃない」

「気づいてなかったんですか？　たいした手当はできませんが、傷を見せて下さい」

「お節介の自覚があるならいい加減にしといたらどうだ」

「そうはいきません。あなたにお節介と思われても、本を血で汚されては困りますので」

　真顔で答えると、彼はまたさっきのなんとも言えない顔をした。どれがどういう意図なのかはともかく、表情も感情もないというわけではなさそうだ。

　ともかく黙って彼が腕を差し出したので、シャツの袖をめくってみる。爪で引っ掻かれたような裂傷。彼が言うように、それ自体はそこまでたいした傷ではないし、血も固まりかけているけれど、その周りにも傷の跡が無数にある。……猫でも飼っているのだろうか。

　私はポーチからハンカチを取り出すと、そこにぐるぐると巻いてぎゅっと縛った。

「本当にたいした手当じゃないな……」

「すみません。あとでちゃんと病院に行って下さいね」

「……もういい。一応礼を言っておく」

「こちらこそ。ご利用ありがとうございました」

　にっこり笑うと、ジスランはさっきの表情――強いて言うなら、まるで珍妙なものがそこにあるかのように私を一瞥してから、本を抱えて談話室を出て行った。






　しかし、その翌日。

「マリエル」

　棚を見て本の傷み具合を調べていると、ニコル先輩に呼ばれた。

「カウンターにお客さんだよ」

「え？　誰でしょうか」

　もしかして苦情だろうか。先輩の顔がいつになく険しいので、私もつい身構えてしまう。そんな眉間の深い皺を見て、誰かを思い出しそうになりながら。

「この前、本も読まずに座ってた怪しい人。どうする？　いないって言って帰ってもらおうか。そういえば朗読会にも来ていたよね」

「ああ！」

　まさしく今思い出した人が思い当たる。先輩にジスランはいい人だったと言っておくのをすっかり忘れていた。いや、いい人と断定もできないけれど、朗読会にも来てくれたし、本も借りてくれたし、少なくとも先輩が思うような不審者でないことは確かだ。

「あの人、ジスランっていうんです。悪い人じゃないですよ」

「本当に？」

「ええ。朗読会では本も借りてくれましたし」

　とはいえ、こんなに早く来るってことは読んではいないんだろうな。やっぱり同情して借りてくれただけなんだろう。あのときちょっとだけ落ち込んでいたし。それでも、返しに来てくれるだけありがたい。

　カウンターの傍に立っている長身の青年は、やっぱりジスランだ。遠目でもよく目立つ。

「お待たせしました、マリエルです。ご返却ですか？」

「……ああ」

　歯切れの悪い返答をみると、やっぱり読んでいないのだろう。まぁ、少し悪そうにしてくれてるし仕方ないかな、と思いながら、差し出された本とカードを受け取る。

「でしたら、私でなくとも良かったのに」

「……お前に言いたいことがあって」

　そう言われて顔を上げると、鋭い双眸と目があった。

　やっぱり苦情だったか。興味のない人に無理に勧めたのが悪かったのだろうか。それとも、本当は身分の高い人で、無礼だと言いにきたのだろうか。いずれにしろ、表情と声で良いことでないのはわかる。

　たっぷりと十秒くらいこちらを睨んでから、ようやく彼は口を開いた。

「続きを借りたい」

「はい、申し訳ありません……え？」

　反射的に謝ってしまったものの、彼の口から飛び出たのは思ってもない言葉で。

「だから、これの続きを借りたいと言っている」

「あ……はい。ではこちらです」

　拍子抜けしながら立ち上がる。

「読んだのですか？」

「なんだそれは。読むためじゃなければなぜ借りたと思うんだ」

「それはそうですが……じゃあなんであんなに睨んでたんですか？」

「別に睨んでなど……」

　いや、あれが睨んでないなら睨むときはどういう表情をするというのだ。

　という私の心の声が聞こえたわけではないだろうが、ジスランは言いかけた言葉を途中でやめて、口元に手を当てた。

「……そう思われても仕方ないか。睨んだつもりはないが、本は好きじゃない、時間の無駄だなどと言っていたのに結局読んでしまったことが悔しいというか、気恥ずかしいというか、それで……いや、なんでここまで説明しているんだ？」

　突然自問が挟まって返事をどうすればいいかわからなくなったものの、険しい顔の理由はなんとなくわかった。そのついでに、もう一つ気になっていたことも尋ねてみる。

「では、そのまるで珍妙なものでも見るような目はどういうつもりなんでしょうか」

「わかっているじゃないか。そのままだ。珍妙なものを見ている」

「はあ……」

　思わずちらりと自分の背中を見る。翼は出てない。頭に角も出ていない。その辺の人よりも、ずっと特徴のない普通の人間のはずだけど。少なくとも、見た目は。

　それからは特に会話もなく、目当ての場所に辿り着く。

「当館では棚がジャンルごとに分かれております。あちらが自然科学書、奥は哲学書や法律書……お探しの本は文芸書ですのでこちらの棚に。だいたい作者ごとになっています。そちらの本は、セレスタン・バルテ著の『英雄と竜』シリーズですね。全三十二巻です」

　ずらっと棚に並ぶ本を指して案内すると、ジスランが引き気味に声を上げる。

「ちょっと待て。かなり長くないか？」

「だから最初に大長編だと言ったじゃないですか。どうします？　もっと短いお話をご紹介しましょうか？」

「……せっかく来たんだ。無駄足になるし、借りるさ」

　明らかにうんざりした表情をしたものの、彼は第二巻を手に取った。それを見て、私はカードにタイトルとサインを記入し、一巻を棚に戻す。

「どのみち、私じゃなくとも……」

「まあまあ楽しめた」

　返すのも借りるのも、私でなくてはいけないわけじゃない。ニコル先輩がカウンターにいたはずだ、と言いかけた私を、ジスランの思わぬ言葉が遮った。

「まあまあ、ですか」

「だから時間の無駄だと言ったのは謝る」

「それは良かったです」

　基本的に図書館に来る人というのは本を求めている人だから、悪しざまに言われたことなんか今までなかったし、たしかにいい気はしなかった。だけど、本を好きじゃないと言っていた人にこう言われて、続きまで借りに来てもらえると、それは悪い気がしない。

「礼を言う」

　ふっとジスランの口元が緩む。笑ったのだろうか。笑顔と呼ぶにはあまりに薄いそれは、でもそれだけで彼の冷たい印象がだいぶ柔らかくなる。

「いえ。そう言っていただけると私も嬉しいです」

　どうやら私は、とても良い仕事ができたようだ。満足感に、私も心から微笑んだ。






　次に彼が姿を見せたのは、それから五日後のことだった。

　たまたま私がカウンターにいた閉館間際の夕方、だいぶ館内にいる利用者の姿もまばらになってきた頃に、ジスランが姿を現す。いつもの険しい顔には、今は少し疲れが見えた。

「こんにちは、ジスラン。お疲れのようですが大丈夫ですか？」

「昨日も来たが閉まっていた」

「あ、すみません……ご案内しておけば良かったですね」

　そういえば、開館時刻も知らない人が閉館日を知るわけがなかった。

「最近忙しくなってきて、思うように時間が取れず……」

「無駄足を踏ませてしまい本当にすみません」

「ああ。続きが気になって仕事に障る」

　返ってきた言葉が思っていたものと違い、私は目をしばたいた。

　てっきり仕事で疲れているときに、貴重な時間を無駄にしたことを怒っているのかと思ったけれど。続きが気になって？

　冗談を言うような人じゃないのはわかってるけど、それでも冗談かと思った。だがその顔は少しも笑っていないし、眉間の皺はいつにも増して深い。これはもしかして不機嫌なのではなく、気になって仕方がない、という顔なのか。

「え……本当に？」

「本自体は借りた日に読み終わっていた。なんならそのあと三周した」

　もはや目が座っている。これは……本物だ。

「でしたらまとめて借りていかれますか？　お仕事が忙しいのでしたら、定期的に来るのも難しいでしょう」

「そんなことができるなら早く言ってくれ。残りすべて借りていく」

「ちょ、ちょっとお待ち下さい、さすがにそれは……。事情にもよりますが、基本的に当館では五冊までと決まっています」

「では五冊だ」

　即答する彼に、思わず笑いそうになってしまう。それをごまかすために、私は目を逸らして棚の方を指し示した。

「借りたい本は、ご自分でここまでお持ちになって下さいね」

「あぁ、すまない。承知した」

　それにしてもこの人、利用の仕方を全然知らないんだな。まったく本に興味なさそうだし、最初にちゃんと利用の仕方を説明するべきだったか。だけど立派な大人の男性だし、わざわざ懇切丁寧に説明するのも逆に失礼かと思って。

　それからすぐに、ジスランは本当に五冊を抱えてカウンターに戻ってきた。本、好きじゃないって言ってたのに、本当に気に入ってくれたんだ。

「続きって、読めないと思うとよけいに気になりますよね」

「しかも、続きが気になるところで終わるんだ。一巻のときもそうだった」

　ジスランが真顔でそんなことを言うので、私はついにこらえきれなくなって噴き出してしまった。声を殺して笑う私を見てジスランが不可解そうな顔をする。

「何がおかしい？」

「いえ。今までに物語を読んだことはないのですか？」

「ない。書物とは知識を得たいときにそれを調べるものだと思っていた」

「でも子どもの頃は、童話とか、親に読んでもらったりしたことあるでしょう？」

「ない」

　カードにタイトルを記入する手が止まる。

　好きなものはない。楽しいも寂しいもない。今までに一度も物語を読んだことがない。読んでもらったこともない。

　一体この人は、今までどんな人生を送ってきたのだろう。

「そういえば、怪我は良くなりましたか？」

「怪我？　ああ、あの雑な手当されたときのやつか」

「はい、それです」

「相変わらず、お前は嫌味の通じないやつだ……あんなもの怪我のうちじゃない」

　そういえば、結局嫌味とは何なのかちゃんと調べるのを忘れていた。それを理解すれば、ジスランとの会話が円滑にいくのだろうか。いや、それよりもあとの言葉だ。

　あれが怪我のうちでないのなら、普段はもっと深手を負っていることになってしまうけれど、それも嫌味の一環なのだろうか。

　黙ってカードを差し出すと、彼もそれ以上は怪我のことには言及せず、黙ったままカードを受け取った。

「またお待ちしています。でも、しっかり休息も取って下さいね。少し疲れて見えます」

「お前も」

「私、ですか？」

　昨日はお休みだったので一日中本を読んでいたけれど。読みながら寝てしまったので、いつもより寝すぎたくらいだ。決してクマなどできていないはず、と目元に指を当てていると、ふとカウンターに影が落ちた。顔を上げると私を覗き込んだジスランが、私の髪に手を伸ばす。

「跳ねてるぞ」

　そうして、少年のような悪戯っぽい顔で、にっと笑った。

　……翼が飛び出るかと思った。

　驚いて硬直している私を後目に、ジスランは手を放し、さっさと歩いていってしまう。

　なるほど、これが抜けていた方がいいというやつか。

　思わず落としたペンを拾ってから、前髪を撫でつける。髪や肌に触れる、というのは好意を持たない相手にはしないことのように思える。いやいや、個人差はあるか。でもそれを言うのなら、ジスランは普通の人よりも他人に関心がなさそうだった。誰にでもしているというわけでもなさそうだ。

「って、私、何を考えているんでしょう……」

　両手で熱くなった頬を挟む。でもどうしてこんなに顔が熱いのだろうか。私、このままじゃ火を吐いちゃうんじゃないだろうか。

　とりあえずうっかり火を吐かないためにも、これからはよりいっそう寝ぐせに気をつけることにして、私は本をしまうために立ち上がったのだった。






　それからも、ジスランはちょくちょく図書館に姿を見せるようになった。しかし、訪れる度に彼の眉間の皺は深くなっていった。

　夕方、今日も入口に彼の姿を見て、私はカウンターから大きく手を交差させてバツ印を作る。ここからでも彼の顔が険しくなるのが見えた。

　実は、ジスランがまとめ借りをしていった次の日『第二回・大人のための朗読会』を行ったのだけど、これが一回目を超える大盛況だった。正直、私は二回目は絶対に最初より人が減ると思っていた。なぜなら、話が途中からになるからだ。

　だけど、私が思うよりも人は『途中から』というのを気にしないようだった。一回目に参加した人からあらすじを聞いて興味を持ち、参加してくれたという人がほとんどで、一回目の内容は既に伝え聞いているから大丈夫、とのことだった。

　二回目の朗読では話の内容も大きく動き始め、待ちきれずに本を借りたいという人が現れ、たちまち『英雄と竜』は何か月も待ちが出る大人気シリーズになってしまった。また、さらに驚いたことには、一巻が借りられないなら二巻から、三巻からでもかまわない、果ては最終巻を読みたいという人まで現れた。こうして、全三十二巻すべてがほぼ毎日貸し出し中という事態になっていた。

「俺が借りたいのは八巻だ。なんで一巻が何か月も待つような状態なのに、間の巻がないんだ」

「順番じゃなくてもかまわないという方が結構いらっしゃって。そう言われるとたしかに、エピソードが二、三巻にまたがることもよくあるんですけれど、冒頭から次のエピソードが始まる巻もありますしね」

「それでも時系列がおかしくなるだろう。知らない設定が突然出てきたりもする。著者だって順番に読むことを想定して書いていると思うんだがな」

　ジスランは順番に読まないと駄目なタイプのようで、根気強く返却を待っている。七巻はかなり気になる終わり方をするし、私も途中から読むという発想はなかったから、ジスランの気持ちはよくわかる。

「仕方ない。別の話を借りていく」

「はい。この前借りていったのは『流浪の傭兵』シリーズ全三巻でしたね。同じ作者の別のシリーズもお勧めですよ」

「わかった。ありがとう」

　ふっと、ジスランが笑う。

　そういう顔を見るのが、近頃珍しくなくなってきた。相変わらず、ほんの少し目を細めただけの薄い笑みではあるけれど、それを見るとなぜか変な気分になる。翼が出そうで、背中がむずむずする。

　今日もきっちり五冊、本を抱えてカウンターにジスランが戻ってきて、私は背中に力をこめた。

　さっき勧めたシリーズものが三冊、図鑑と資料集が一冊ずつ。

「最近、図鑑も借りられるようになりましたね」

「……以前俺は時間の無駄だ、などと言ったが、実際に足を運べない場所の知識までも少ない時間で得られるのだから、場合によっては時間の短縮にもなる。俺が間違っていた」

「百聞は一見にしかずともいいますし、好き嫌いは人それぞれです。別に間違っているとまでは思いません。ただ、私は本を読むのは楽しいと思います」

「そうだな。それに、一度見知ったものは二度見る必要がないと思っていたのも改める。同じ南部の植物を記した本でも、筆者によって内容が違う。他の本には書いてないことを見つけることもあるし、書き方も簡易的なものから専門的なものまである」

「ええ、それは同じものを扱っていても、読む人の身分、職業や年齢によって必要な内容は違いますから」

「言われてみればごく当たり前のことだ。だが、城にはここまで多種多様な本がなかったからな」

「城？　お城の蔵書を見たことがあるのですか？」

　当然のことだけど、お城なんて誰でも入れる場所じゃない。姓がないなど嘘で、やっぱり高い身分の人ではないのだろうか。勘繰るような私の視線を受けて、彼は目を逸らした。

「いや、父が昔働いていて聞いただけだが。しかし、やはり長編の物語が一番読み応えがあっていいな。どれも面白いが、やはり『英雄と竜』のシリーズが一番……」

「私も、あれが一番好きです！」

　思わず興奮してしまって、あわてて私は口を押さえた。当然、館内は私語厳禁だ。今までの会話も業務上必要なことから外れていたかもしれない。響かないよう注意しながら小さく咳払いすると、私はカードの記入に戻った。

「すみません、雑談になってしまいました。カードをお返ししますね」

「俺のほうこそ、すまない。また来る」

「次はタイミングが良いといいんですが……」

　何しろ、返却されてもその日のうちに誰かが借りていってしまうのだ。

「続きが気になって、気がおかしくなりそうだ。実は王都中の本屋を当たったのだが、どこも売れてしまっていた」

　カードと本を受け取り、ジスランが本当に辛そうに呻く。この様子では、王都中というのもあながち誇張表現ではないのかもしれない。

「そうなんですか？」

「ああ。お前の朗読会がよほど良かったのだろう」

「まさか。ただの偶然ではないですか？」

「まあ、他の本ならここまでではなかったかもしれないが。知っているだろうが、魔動式印刷機が作られたことによって貴重だった本が増え、我が国は書店や王立図書館を有するにまで至り、識字率も高くなった。しかしながら魔法の使い手が減ると同時に、扱える者も減った。『英雄と竜』のように古く、しかも巻数の多いものは、既存のものが揃いづらい。数件注文があればそれだけで品薄状態にもなる」

「ずいぶん詳しいのですね？」

「言伝ことづての魔法を使って王立印刷所まで問い合わせたからな」

「言伝の……？」

　話には聞いたことがある。声だけを魔力に乗せて遠くに飛ばしたり相手の声を拾ったりすることで、離れた場所にいる相手と会話できる魔法だ。竜は魔力を通じて意思を伝え合うからそれと似たようなものだろうだけど、今の人間に遠くまで魔力を飛ばすことはかなり難しいと思う。

「ジスランはそんなすごい魔法が使えるんですか？」

　少し驚いて尋ねると、彼はまた目を逸らした。

「いや、俺じゃない。つてを当たっただけだ」

　そんなつてがあるだけでもすごいことだと思うけど。目を逸らしたということは、あまりつっこまない方がよさそうだ。

「あの、そんなに読みたいのでしたら、私が持っているのを貸しましょうか？」

　それは、話を変えるために何気なく言ったことに過ぎなかったのだけど。

「なんだと？」

　思いのほか鋭く詰め寄られて、少し焦る。

「私、家に全巻あるので……良かれと思って。差し出がましいことを言ってしまったでしょうか？」

「いや、すまない。読めると思ったらつい興奮してしまった。だが、いいのか？」

「もちろんです」

　ジスランの怖い顔は、必ずしも怒っているというわけではない、というのは知ってはいるけどなかなか慣れないものだ。

「明日にでもお持ちしようと思うのですが、仕事中にここで個人的な本の貸し借りをするわけにもいきませんので、仕事が終わったあとでもかまわないでしょうか」

「だったら、ついでに食事でもしよう。礼をしたいし、できればもっとゆっくり話をしたいと思っていた」

　思わぬ誘いに、驚いて一瞬返事ができなかった。それを見て、ジスランがあわてて補足するように口を開く。

「もちろん、お前が良ければだが」

「あ、いいえ。明日でいいんですか？」

　私もあわてて答える。ああ、表情がついてこないってこういうことなのか。

　誘われて嬉しかったのに、そんなこと言われるって思ってなくて、驚いた顔をしてしまった。それで、きっと気を遣わせてしまったのだろう。

「では明日、閉館の鐘の頃に迎えに来る」

「そのあとも業務がありますから、もう少し遅くなってもかまいませんよ」

「いや、待つよ」

　答えると、彼はほっとしたように笑ってから、図書館を出ていった。

　まただ。前みたいに、火を吐き出してしまうんじゃないかというほど顔が熱い。

「最近彼、よく来てるね」

　急に声をかけられ、ぼうっとしていた頭を現実に引き戻す。振り返ると、裏にいたはずのニコル先輩がいつの間にかすぐ傍でこちらを見ていた。

「そうなんです。私が紹介した本、気に入ってくれたみたいで。あの朗読会で読んだ本です」

「ああ、あのシリーズ……でも、あれ今人気でなかなか借りられないって」

「そうなんですよ。だから、私の持ってるのを貸してあげる約束しました」

「それって……」

　突然先輩が私の両肩に手を置き、深刻な顔をする。

「気をつけた方がいいよ。もしかしてそれを口実に君に近づいて、悪さしようとしているのかもしれない」

「そんなことありませんよ。本を貸す提案をしたの、私の方からですし」

「そういうふうに仕向けたって言いきれないだろう？」

「うーん……でも、私も普段ならそんなこと言いませんよ。でも、あの人が本を読み始めたのも、あのタイトルが品薄になったのも、私が原因じゃないですか。だから、気になってしまって」

「マリエルのそういうところにつけこんでいるんじゃないか？」

「そこまで言われると何も言えないですけど……でもあの人、最初は何の感情もないような顔してたのに、今は借りるときにとても楽しそうな顔するんです。それに、よく笑ってくれるようになりました」

「表情なんて演技でどうとでもなる。田舎から出てきた君は知らないだろうけれど、怖い人間ってたくさんいるんだよ」

　それを言われると弱い。先輩の言う通り……いや、先輩が思っている以上に、私は人間についてよく知らないだろうと思う。それでも、私にはどうしてもあれを演技だとは思えなかった。

「ご忠告ありがとうございます、先輩。気に留めておきますね」

　まだ先輩は納得いっていないようだったけれど、私はそれだけ言い残して仕事に戻った。

　それからあっという間に日は落ちて昇り、朝が来た。

　昨日は勢いで返事をしたものの……これって、俗にいうデートというものではなかろうか。

　これまでがむしゃらに勉強し、働いてきた。恋人はおろか、友達とすらでかけたことないのに、男の人と会って食事だなんて。なんだかそわそわしてしまって、昨日帰ってから寝るまで五回はうっかり翼を出してしまった。いくら家の中とはいえ、非常に由々しき事態だ。

　鏡とにらめっこしていたら、また前髪が跳ねているのに気づいてしまった。これは……残すべきか直すべきか。

　くだらないことを小一時間悩んでしまったけれど、結局念入りに直す。仕事帰りだけど制服で食事して汚しても困るし、持っていく着替えを何にするかでまた悩んだ。結局、普段よくする恰好……万が一に備えて角隠しの帽子、翼隠しのための外套を鞄に入れる。実際に出ちゃったらこんなものじゃ隠せないけど、出かかったくらいならごまかせる。

　でもこれも、本当に万が一のものだ。外じゃ絶対に油断しない。

　もしも、私が竜族だなんてばれたら、ここじゃもう暮らせないから。何があったって、たとえ初めてのデートでだって、この暮らしを捨てるようなミスは絶対にしない。

　失敗を恐れて引きこもっていたら、里での暮らしと変わりやしない。私は欲張りなのだ。一度きりの自分の人生、後悔のないように生きたいものである。

「……よし」

　最後にもう一度寝ぐせをチェックして、私はいつもの時間に家を出た。

















第三章　初めてのデート












　その日の業務を終えると、使ってない部屋を借りて用意していた服に着替え、どきどきしながら図書館を出た。今日、ニコル先輩が休みでなんだか少しほっとした。ジスランのこと、すごく気にしていたから。ジスランに会えば結果的に先輩の忠告に逆らうことになるので、少し気まずかったのだ。

　空の橙が、少しずつ夜色に変わっていく。図書館を出ると、建物にもたれて本を読んでいるジスランの姿が見えた。すごく集中していて、近づいてもなかなか私に気がつかなかった。

「すみません、お待たせしてしまって」

「ああ。いや、思ったより仕事が早く片付いたんだ」

　本を閉じて、ジスランが答える。

「はい、これ、『英雄と竜』のジスランが読んでいない残り全部です」

「恩に着る。すまない、重かっただろう」

　本が入った袋ごとジスランに渡すと、彼は今まで読んでいた本もそこにしまった。

「それ、図書館の本ではないですね」

　彼が借りたものとは違うし、図書館の蔵書を示す印も入っていない。

「汚したり無くしたりしてはいけないからな。これは広場に古書売りが来ていて買った」

「え、本当ですか!?」

　それは私も気になる。でも、急に予定にないことを言いだしたら良くないだろうか。人とどこかに出かけたことがなくて、判断がつきかねる。

「見に行くか？」

　まだ何も言っていないのにそう問いかけられ、私は驚いてジスランを見上げた。

「どうして私が行きたいことをわかったんですか？」

「行きたくて仕方ないって顔をしてるから」

「そう……なんですか？」

　それって一体どんな顔なんだろう。自分ではわからず、どこかに映らないかときょろきょろしていると、ジスランが耐えかねたように噴き出した。なぜ笑うのかも気になったけれど、それ以上に彼が声を上げて笑ったことの方にびっくりしてしまい、まじまじと彼を見る。

「ジスランって、そんな風に笑えるんですね」

　思わず言うと、ジスランは笑うのをやめ、改めて私の方に向き直った。

「失礼な、と言いたいところだが。たしかに、これまで笑うことなんかなかった。特に笑いたいこともなかったし、それも無駄なことだと思っていた」

「今は、違うんですか？」

「本を読んでいたら、知らず顔が動いていた。自分でも驚いた」

　手にしていた本に視線を落とし、ジスランが感慨深そうに呟く。

「あ……わかります。物語を読んでいると、なんだか自分がその場にいるような、その世界に入り込んだような気分になって、不思議と顔も勝手に動いちゃいますよね」

「ああ。まったく他人の人生を生きているような、自分でなくなるような錯覚をする。所詮は錯覚だし、話は作り物だ。なのに、なぜか心地良い」

「作り物だから、かもしれませんね。今を離れられるじゃないですか。現実からは逃げられないんですけど、一時ひとときそれを忘れられる」

「お前でも、そんな風に思ったりするのか？」

「そうですね……現状に満足はしていますが、誰だって生きていれば大なり小なり、思い通りにならないことはあるものじゃないですか？」

　里から逃げられても、竜の血から逃げられはしないように。だけど人の紡いだ物語は私に夢を見せてくれる。その夢が、私をここまで連れてきてくれたのだ。

「そういうものか」

「ジスランほど深刻ではないかもしれませんが」

「さあ、それはわからないが……」

　ジスランがどんな人生を送ってきたのか知らないから、私にもわからないが。そもそも比べるようなものでもないだろう。彼はそれ以上は何も言わなかったから、私も聞かなかった。というより、聞かれたら困るから聞けなかったと言う方が正しいか。

「とにかく、行こうか」

　そう言って、ジスランが私にすっと手を差し出す。

「え……っと」

　急に差し出された手に私が戸惑っていると、ジスランは少し焦ったような顔をした。

「すまない。こういうときはエスコートするものかと思っていたが……不慣れで」

　それって……貴族の作法だ。

　王都に住むにあたって、人の暮らし、文化、習慣についてはかなり勉強した。かつて竜の世界にも力による上下関係があったように、人間は生まれによる上下関係があり、それは身分というらしい。その身分によって、暮らしや習慣、作法は違うのだ。さらに言えば、上位の身分の人ほど作法が細かく定められている。

　この国で生まれていない私は――しかも人間でもない私は、そんな身分に縁がないことは最初からわかっている。だけど興味があって王侯貴族についても学んだ。エスコートもその一つだ。

　ずっと思ってはいたけれど、ジスランはやっぱり身分の高い人なのではないだろうか。

　一般的に、人は同じ身分でコミュニティを作るらしい。もしジスランが貴族だったとしたら、私なんかきっと隣にも立てない。この手を取る資格などないのではないだろうか。

　でも……そう、別に私はジスランの恋人というわけでも、友人というわけでもない。私たちの関係を述べるならば、せいぜい施設利用者と職員だ。デートだなんて浮かれていたけれど、言うなれば仕事の一環にすぎない。

　作法といっても、ここはお城でもなければ舞踏会の会場でもないし、私はただの平民だ。ジスランが貴族だと決まったわけでもない。

　きっと、深く考える必要なんてない。

「では……」

　おずおずと私が手を重ねると、ジスランはほっとしたように表情を緩めた。

　高貴な人の作法は、崇高な儀式のようで一度やってみたかった。お姫様にでもなった気分は、まるで物語を読んでいるときのようだ。

　私の手を引いて、ジスランが広場の方に向かう。

　庶民でも、恋仲は手を繋いで歩くという。親しいほど相手の体に触れるものだとも聞く。

　走っているわけでもないのに、心臓が速く動いている気がする。夏でもないのに汗をかきそう。外套なんか羽織るんじゃなかったな。

「マリエル？」

「はい！　あ！」

　ぼうっと手を引かれるまま歩いているうちに、いつの間にか広場についていた。顔を上げると、広場の片隅にいつもはないテントがぽつんと一つ。異国のものであろう敷物に、古い本が積み重なって置いてある。ぱっとジスランの手を放してそちらに駆け寄り、しゃがんで一冊手に取ってみる。書かれている文字は現在エルオールで使われている文字とは違う。私も読めるわけじゃないけど見たことはある。おそらく、五百年は昔、もっと北の方で使われていた字ではないだろうか。

　本を売っていた中年の男性が、私を見てにやっと笑う。

「お嬢さん、本が好きかね」

「ええ、好きです」

「だったらいい品があるよ。文豪セレスタン・バルテ直筆のサインが入った幻の一品だ」

　差し出された本に手を伸ばそうとすると、触れるくらいですっと引かれる。

「特別に二千ゴールで譲ってあげるよ」

「残念ですが、そんな大金は持っていません」

　私の月給は五百ゴールである。貯金がなくはないけれど、いくら本が好きでも生きていくことには代えられない。それに……

「だったら特別に千ゴール。ちょっと借りれば工面できるお金だろう。今日の夕方にはここを発ってしまうし、もうこの国に来るかわからない。正直五千でも欲しがる人がいる一品だ。後悔するよ？」

「とにかく、一度中を見せて……」

「マリエル」

　再び伸ばしかけた私の手を、いつの間にか後ろにいたジスランが掴んで止める。彼を見ると、店主は突然態度を変えた。

「あぁ。お兄さんのお連れでしたか」

「さっき俺にはそんな貴重品があるとは言わなかったな」

「はは、それはまぁ、お嬢ちゃんがあんまり本が好きそうだったから……価値がわかると思って」

「ほう？　それは、俺は価値がわからなそうに見えると言うことか」

「違います、ジスラン」

　ジスランが不愉快そうな声を上げたので、私は立ち上がった。

「逆ですよ。この人は、私なら価値がわからないだろうから、騙せると思って声をかけたんです。ジスランには価値がわかると思っていたから声をかけなかったんです」

　そう言うと、ジスランも店主もぽかんとした顔で口を開けた。……表情が増えたとは思ったけど、ジスランのこんな顔は初めて見た。とたん、彼は「ハハッ」と声を上げて笑い出した。

「な、なんで笑うんですか。もう行きましょう」

　私はいたって真剣だったのだけど。

　何かやらかしてしまったのかと心配になる。店主の言動をみるに十中八九本は偽物だろうし、私はジスランの背中を押して広場をあとにした。






「えっ、じゃあジスランはわかっていたんですか。あれが偽物だって」

「ああ。というかマリエルもわかっていたんだな」

　ええ、と曖昧に答えながら私は目の前に運ばれてきた料理をつついた。

「そもそもバルテのサインが本物と似ても似つかなかったので。だから店主が私を騙すつもりなのはわかっていましたけど、一応中も見ておきたかっただけです」

「では俺は余計な口を挟んでしまったようだな。てっきりお前が騙されていると思って……」

「じゃあどうしてジスランはあんなことを言ったんですか？　私はジスランがバルテのサイン本がほしいのかと思いましたよ」

「お前は本当に、嫌味も皮肉も知らないんだな。カモだと思ってるマリエルの前で、マリエルなら騙せそうだと思ったなんて素直に言うわけないだろう？　だからあえてさりげなく遠回りに問い詰めて、言い逃れできないようにしようと思ったんだ。なのに先にお前が食らいついてくるから笑ってしまった」

「それは……すみませんでした。そのような高度な話術を知らないもので」

「言葉は表面上の意味だけがすべてではないぞ」

　そうなのだろうか。単にジスランが深読みしすぎなのでは、とも思うのだけど。でももしそれを理解できれば、物語の解釈が深まるかもしれないと思うと、ワクワクしてきた。

　仕事以外での人との交流は、新しい発見がたくさんある。

「そういえば、ジスランはどうして『英雄と竜』が一番好きなんですか？」

「……竜殺しをモチーフにした話は、それこそ建国神話を含めて図書館で借りたもの以外にもいくつか読んだが」

　水を一口含んで、ジスランが答える。

「タイトルに反して、主人公を英雄視していないからだろうか」

　言葉を選ぶように言って、再び水を飲む。

「マリエルは？」

「同じようなものかもしれませんが、竜側にも触れているからでしょうか？」

「たしかにそうだな。英雄譚は普通、正義と悪がはっきりわかれている。だが、あの話はたまにどちらが正義なのかわからない箇所がある」

「建国から五百年までに書かれた物語はそのような勧善懲悪ものが多いです。英雄を讃えるため、国の地盤を固めるためにも英雄が正義でなくてはならなかったのでしょうか」

「なるほど。物語というのは所詮空想だと思っていたんだが、思いのほか歴史に密着しているんだな」

「私も、そこまで深く考えたことはないんですが……面白い着想ですね、それ」

「ああ。『英雄と竜』に出てくる主人公は、タイトルにこそ英雄と銘打たれているものの、涙を流すし弱気にもなるし、戦いを放棄して逃げ出そうとする描写まで出てくる。いくら空想の物語でも、建国の英雄もそうだったなどと思われかねない話など、昔は国も許さなかっただろうし、そんな弱い主人公は民にも受け入れられなかっただろう」

「そうですね。特に、竜にも心があった……なんて描写、『英雄と竜』の他には見たこともありません」

「それはあったとしても検閲で引っかかって流通しなかっただろう。『英雄と竜』でもかなりギリギリの表現になっていて、そこはひとえにバルテの筆力だと思うが……それにしてもお前、竜にも心があるなどという読み取り方がよくできたな。あれは結構解釈がわかれるところだと思うぞ」

「ええと、それは……」

　私が竜で、心があるから、そう読めた……とは言えない。

「では、ジスランは他にどのような解釈があると思いますか？」

「俺？　俺は……」

　それは、単に話を逸らすための問いかけにすぎなかったのだけれど。それを皮切りに、私たちは読んだ本の感想や自分の解釈などを時間を忘れて話した。それはとても楽しい時間で、たぶんもうすっかり遅い時間なんだろうと思っていたけれど、あと少し、あと少しと別れを惜しんで、会話が終わりそうなときは「そろそろ」と言われるのが怖かったほどだ。

「お客様、まもなく閉店の時間となります」

「もうそんな時間か」

　店員の声がこんなに無常に聞こえたこともない。ジスランが残念そうに窓の外を眺める。すっかり暗くなった空には一面の星が瞬いている。

「こんなに時間を忘れて誰かと話したのは初めてだ」

「私もです」

「すっかり遅くなってしまったな。すまない。家族が心配するだろう」

「あ、いえ家族はいないので」

　ジスランが気を遣わないように笑って答えたのだけど、彼はなぜか深刻そうな顔をした。その顔を見て、自分の発言が誤解を招いたことに気がつく。きっと死別だと思ったのだろう。

「すみません、誤解させちゃいましたよね。父はいませんが母は健在です。ただ家が遠方なので、一人で暮らしているだけで」

　しまった。職場にはあれこれ聞かれても困らないよう、孤児で出身はわからないということにしていたのに、急に家族のことを聞かれてとっさに嘘をつけなかった。これ以上つっこんだことを聞かれても本当のことは言えないし、適当に辻褄を合わせられる自信もない。

「そういえば、あまり見ない髪の色だ。エルオールの出身ではないのか」

「あの、ジスランこそ時間大丈夫ですか？　ご家族がお待ちなのでは……」

　不自然なのはわかっていたけど強引に会話を打ち切ると、ジスランはそれ以上何も聞いてこなかった。

「……詮索してすまなかったな。そろそろ行こうか。家まで送る」

「い、いえ、大丈夫です。そんなに遠くないので。おかまいなく」

「しかし」

「本当に大丈夫です！　ええと、お代を払わないと」

「それもかまわない。誘ったのは俺だ」

「そういうわけにはいきません！」

　お財布を取り出し、私は強めに否定した。

「そんなことしてもらったら、次から会いにくくなるじゃないですか」

「また会ってくれるのか？」

「あ……すみません。私、勝手に」

「いや。送るのも勘定も断られたから、嫌われているのかと」

　私としては、こっちが嫌われないように遠慮していたつもりだったのだけど。たしかにあれもこれも断っていたらそう思われても仕方ないか。

「……ではお言葉に甘えて、送っていただいてもよろしいでしょうか。本当はもう少し話したかったんです」

　素直にそう言うと、ジスランはほっとしたように笑った。そんな顔も初めて見る。

「今日、楽しかったです。良かったら、また一緒にお話させて下さい」

　その日から、私たちはちょくちょく会って話をするようになった。






「最近どう？　マリエル」

「そうですね。朗読会から利用者は増えているんですけど、本の傷みが激しくなった気がします。注意書きをした方がいいでしょうか」

「そうじゃなくて」

　ある日、裏にこもって本の修繕をしていると、ニコル先輩がそんなふうに声をかけてきた。

「ほら、あの人だよ。本を貸すと言っていた。何もされてない？」

「ジスランのことですか？　大丈夫ですよ。本のことで、よくお話するんです」

　先輩が心配しないように、広場で助けてもらったことや、夕飯も一緒に食べてとても楽しかったことも話したのだけど、先輩の浮かない顔はなぜか一向に晴れなかった。

「もしかして、付き合ってる？」

「いいえ。たまに食事をしながら、本の話をしているだけで」

「付き合ってもいない男女が二人で会ったり、食事をしたりするなんて良くないよ。マリエルは平気なの？」

「そんなふうに考えたことありませんでした。利用者との交流も仕事の一環ですし」

「勤務時間外まで無理に利用者に付き合うことなんてないよ」

「無理はしていません。私が好きでやっていることですから、心配していただかなくて大丈夫ですよ」

「だってあいつ、貴族だよね？」

　なぜか不愉快そうに、先輩がそう食い下がる。今の話にジスランの身分って何か関係あっただろうか。

「……わかりません。聞いたことないので」

「そうなんだ。思ったほど興味がないんだね。じゃあ、そういう好きではないんだ」

　ニコル先輩が、何を言いたいのかわからない。

　たぶん、心配してくれているのだろうとは思う。だけど、なんだか会話が噛み合ってない気がする。心配してくれる人がいるのはありがたいけど、必要ないと言っているのに。

「そういう好きとは、どういうことですか？　具体的にはどのような感情を指しますか？　さきほど言っていた付き合っているとは、どういう状態のことでしょう」

「マリエル……もしかして、怒ってる？」

　ちょっと苛立ってしまった。口調が冷たかったかもしれない。

「いえ。先輩が納得するような関係とはどのようなものか知りたかっただけです」

「そういう関係は、マリエルには無理だと思う。マリエルとは境遇が違いすぎるでしょう？　奴ら、身分なんて関係ないって口では言うけど、最初だけなんだよ」

　さっきから、全然私の問いに答えてくれない。だから先輩が何を言ってるのか、ちっともわからないままだ。

　人間の身分については、勉強したから知っている。人間の社会の決まりだから、それに準じなければと思ってもいる。今さら先輩に言われなくたって。

　だいたい、ジスランが貴族というのは憶測だ。なのにこんな話しても仕方ないと思うのだけど。

「少し無神経だったかな」

「いえ……」

「ごめん、ちょっとしつこかったよね。この話はもうやめるよ」

　先輩が謝ってくれて、ほっとした。いい人ではあると思うのだけど、ジスランのことでは少し干渉しすぎな気もする。

「いえ、心配してくれてありがとうございます」

「そう言ってもらえて良かった。過保護かもしれないけれど、先輩としては気になってしまって」

　でも、先輩のしゅんとした様子を見ていると、苛立ってしまったことが申し訳ないような気になってきた。先輩にはいつもお世話になっているのに。

「本当に、先輩には感謝しています。私には心配してくれるような家族も友人もいないので」

「そう聞いていたから、力になりたいと思っているんだよ。何かあったらいつでも頼って」

「ありがとうございます」

　ニコル先輩がいつもの穏やかな笑顔を浮かべ、ほっとする。

　なんか、変な空気になりかけたけど、良かった、いつも通りだ。それからは雑談をしたり仕事のことを話したりしながら無事に業務を終えられたので、今日感じた些細な苛立ちや違和感はすぐに忘れてしまった。

















第四章　ジスランの正体












　春が近づき、風の冷たさが少しずつ和らいできた。

　だけど、それにつれてジスランは仕事が忙しくなり、前ほど会えなくなっていた。何の仕事をしているのか聞いたことはないけれど、私のように屋内の仕事でなければ、暖かくなれば忙しくなるものだろう。

　でも、今日は久しぶりに会える。といっても日中少し抜けられる程度みたいだけど、それでもいいから会いたくて、休みを取った。閉館日以外に仕事を休んだのは初めてだ。

　会えるのが嬉しくて、普段より気合を入れて服を選ぶ。もうすぐ春だし、軽めの生地でふわっと広がるスカートに、細い飾り糸で編まれたケープを羽織る。これじゃ翼は隠せないけど、うっかり出すようなヘマはしないし、どうせ気休めだ。だったら、おしゃれな方がいいではないか。そろそろいつもの外套では暑いし。

　くるっと鏡の前で回ってみる。うん、悪くないと思う。髪も跳ねてない。

　さてそろそろ家を出ようかというときに、玄関の呼び鈴が鳴った。

　誰か来る予定なんてないのに。不思議に思いながら玄関を開けると、そこにはジスランが立っていた。

「え!?」

　驚いて、つい大きな声を上げてしまう。

「広場で待ち合わせでしたよね？」

「そうだったが、その……ああ、思ったより早く着いたから、待ちきれなくてな」

　とってつけたような言い訳。ジスランって意外と嘘が下手だ。

「……そうですか。迎えに来てくれてありがとうございます」

「いや。……いつもと少し雰囲気が違う」

「そ、そうですか？　そろそろ温かくなってきたから、衣替えをですね……」

「そうか。似合ってる」

　そう言って手を差し出すジスランに、だけど私はとっさにその手を取れなかった。

「ど、どうしたんですか？」

　いくらなんでも彼らしからぬ物言いに、喜ぶよりも先に驚いてしまった。いやでも、こういう人間同士のやり取りには覚えがある。

「あ、わかりました。お世辞ですね？　ジスランでもそういうこと言うんですね」

「俺は今も昔も世辞など言ったことはないが……」

　冗談だって流してくれればいいのに。いたって真面目な顔で言われると、照れてしまうじゃないか。

「たしかに、最近変わったとはよく言われる」

「そうでしょうね。だって初めて会ったときは表情が動かない人なのかと思ってました。それに、図書館に来ておきながら本が好きじゃないなんて言って、ぼんやり座っていて」

「……そんなこともあったな」

　そんなふうに言われるほど前のことじゃない。だけど、ジスランはどこか遠くを見る目をした。

「あの頃は、何も楽しいことがなかったから」

「良かった。今は楽しいんですね」

「ああ、マリエルのおかげだ。不思議だな。最初は嫌々読み始めたというのに、今では逆に、読むことを楽しみに、嫌なことを終わらせようとしている」

「それ、わかります。私も、これが終わったらあの本を読もうって、自分へのご褒美にするときがあるから」

　そう言って、ふふっと互いに笑い合う。そうして目を細めた優しい顔のまま、ジスランが口を開く。

「それに今は、お前と話すのも楽しい」

「私も、ジスランとお話するのは楽しいです」

　その言葉が嬉しくて私も素直に返す。だけど、ジスランは複雑な顔をして黙り込んでしまった。

「ジスラン？」

「今日……ここで話してもかまわないか？」

「ここ？　私の家ですか？」

　少し驚いて聞き返す。

「不躾に申し訳ないが、事情があって外は都合が悪いんだ」

「かまいませんけど……何かあったんですか？」

「悪者に追われている」

「ジスランって嘘が下手ですね」

　らしくない冗談を言うので、笑ってしまった。せっかくおしゃれしたのでちょっと残念な気もするけれど、都合が悪いなら仕方ない。彼もあれから不要な詮索はしないのだ。私もしないのが礼儀だろう。

「どうぞ。今、お茶淹れますね」

　朝、井戸から汲んでおいた飲料用の水がまだあったはず。それをケトルに移していつものように魔法で火をつける。

「……驚いた。魔法が使えるのか」

　ジスランの声に、私は思わずその場に凍りついた。

　しまった。無言で魔法を使ってしまった。

　人間だって魔法は使える。でも竜の使うそれとは性質が異なるのだ。人間は決まった手順と呪文がないと魔法を使えないけど、竜はそれがいらない。だから仕事のときなど人前で使うときは、呪文を唱えるフリをしていたのに。家の中だったから、つい。

　さぁっと血の気が引く。こんなことで。

「もしかして、マリエルは貴族か？」

「え？」

　だけど、かけられた言葉は思っているのと違うものだった。ジスランならともかく、私に貴族要素なんかこれっぽっちもないと思うのだけど。

「知らないのか？　貴族は魔法を使える者が多い。魔法が使えるから地位を得たのかもしれないが」

　それは、全然知らなかった。

「そ……そうなんですか。でも、私はただの平民です」

「では、どこかに貴族の血が混じっていたのかもしれないな。いつの間に呪文を詠唱したのかちっとも気がつかなかった。よほど修練したのだろう」

「あ、あはは……勉強の一環です」

　良かった。バレてはいないみたいだ。考えてみたら、竜の魔法の使い方なんて人間は知らないだろうから、すぐにバレることはないはずだ。まず落ち着いて。それからもっと気をつけないと。

「紅茶でいいですか？」

「ああ、すまない。何か手伝おうか」

「いえ、すぐできますから。あ、でもお茶菓子が何もないですね。ちょっと買ってきます」

「いや、急に押し掛けた俺が悪いから気にするな。それに、俺はマリエルと話ができればいいんだ」

　なんだか、顔が熱くなる。お湯を沸かしているせいもあるだろうけど、たぶんそれだけじゃない。

「……いや、すまない。勝手ばかり言った。俺は昔から人の心がわからないとよく言われる。不快にさせたら許してくれ」

「そんなことありません！」

　思わずお茶を淹れる手を止めて叫んでいた。

「たしかに最初会ったときはそう思いました。だけど今は全然違います。心がわからない人が、そんなこと謝ったりしません」

　ジスランが驚いたように私を見る。

「それに、嬉しかったです。私仕事以外ではいつもひとりぼっちだったし、ジスランと話をするの、私もとても楽しみで……」

　ふと、影が落ちて言葉を止める。いつの間にかジスランが、私のほんの目の前まで来ていた。そして、彼の手が伸びて髪に触れる。

　前にも、同じようにされたことがある。なのに、今は心臓が破裂しそうにドキドキして顔が火を噴きそうになっている。触れている手に視線を当てると、その手はとても大きくて、ごつごつしていて骨張っていた。男の人の手ってこんなに大きいんだ。こんなこと……前は思わなかったのに。

「は……跳ねてましたか……？」

　また前髪が跳ねていたのだろうか。そう思って尋ねると、さっきよりも近くで声がした。

「いや。ただ……綺麗だと思って」

　聞こえた言葉に驚いて、彼へと向き直る。すぐ眼前に、私の髪なんかよりずっと綺麗なジスランの瞳がある。うるさかった自分の鼓動も聞こえなくなる。まるで時間が止まってしまったかのように。

　でも、このまま永遠に止まってしまってもいいと思った。

「……何を言ってるんだ、俺は……」

　だけど次の瞬間には、戸惑ったような彼の声と同時に手が離れ、一気に激しい鼓動の音が返ってきた。私がそれを必死に鎮めていると、ジスランはさっきまで私の髪に触れていた手を自らの顔に当てた。指の間から覗く肌が、心なしか赤い……気がする。

「お、お茶！　お茶を飲みましょう」

　あわてて叫び、お茶を注ぐ。少し蒸らしすぎてしまって色が濃いけど、かまう余裕なんかなかった。テーブルにお茶を運んで、互いにそれを飲む。味なんかまったくわからなかった。

「……家にも、本がたくさんあるんだな」

「あ、はい！　少しずつ集めていて。もし気になるものがあれば貸しましょうか」

「何かおすすめの本はあるか？」

「そうですね……」

　立ち上がって、本棚の本に目を走らせる。いつもの仕事のようなやりとりに、ようやく少し落ち着いた。

「『英雄と竜』の続編とも言われている短編集があるんですが、どうですか？」

「では、ぜひそれを」

　一冊本棚から抜いて、テーブルに載せる。藍色の革張りに銀の箔押しの装丁は美しくてとてもお気に入りだ。ふと、その色合いを見てあることに気がつく。

「見て下さい。この装丁、ジスランの目と髪と同じ色です。藍色に銀色の文字！」

　思わずはしゃいだ声を上げる。しかし、ジスランは少し寂しそうな顔をした。

「……借りたいのは山々なのだが。返すのが遅くなるかもしれない」

「それはかまいませんが。お仕事、忙しいんですか？」

「少しな……。今日も抜けてきているから、そろそろ戻らねばならない」

「もう、ですか？」

　まだほとんど話せていないのに。こんなことなら、上の空でなんかいるんじゃなかった。

「次はいつ会えますか？」

「……そんな、寂しそうな顔をしてくれるんだな」

「そんなの寂しいに決まっているじゃないですか。ジスランと話すの、いつもとても楽しみにしているのに」

　仕事をしていても、本を読んでいても。これはきっとジスランも好きな話に違いないとか、次はこの作品について話をしようとか、いつもいつも考えてて。

　久しぶりに会うのにどきどきして、おしゃれのことなんかろくにわからないくせにあれこれ考えて服を選んで。

　あぁ、これが人を好きになるってことなんだ。

　なんだか急に腑に落ちた。

　もちろん、私が今感じている「好き」が、本当に人間の抱く「好き」という感情と同じかはわからない。だけど、正解なんて必要ない。もし世界中の人間にそれは違うと言われても、私はそうなんだと叫びたい気持ちだった。

　冷たい色だと思っていた銀色と藍色。なのに、今は温かいと感じる。新しく感情を知ると、世界の見方も今まで自分が持っていた意識もこんなにも変わるなんて。

「……いつまでも待ってます、私」

　気がついてしまえば、とても穏やかな気持ちになった。微笑んでそう言うと、ふいにジスランの顔が近づいた。そして見えなくなる。気がついたときには、瞼に彼の唇が触れていた。

「マリエル……」

　甘く囁かれる声。顔を撫でる吐息。そして――再び近づく彼の顔。
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「――だめ！」

　とっさに私は彼を突き飛ばしていた。私なんかの力でどうこうなるはずのないジスランが、簡単によろめいて私から離れる。

　危なかった。翼出るとこだった。

　念のため頭に触れて角のないことを確認していると、ジスランがばっと頭を下げる。

「すまない。つい――」

「わ、私こそごめんなさい！　私も、つい！」

　翼が出そうになって、とは言えずに、その先を濁す。

　気を抜いても、クシャミしても、驚いても、自制心を緩めたりはしない。だけど、これはちょっと反則というものだ。

「とにかく、申し訳なかった。嫌な思いをさせて」

「違うんです。嫌じゃないです。ただ驚いただけで」

「本当か？」

「でも、ちょっと待って下さい。心の準備が……」

　まだ動悸が治まらない。少しでも気を抜いたら、もう完全体の竜になりそう。

「……もう行かないと。マリエル、次に会えたら、聞いてほしい話がある」

　気持ちを落ち着けるのに必死で、返事もできなかった。部屋の扉が閉まる音がして、ようやく我に返る。

　知識としては知っている。さっきのを、人は接吻と呼ぶ。あるいは口付け。箇所によって意味が異なることもあるが、一般的に、親愛の印。情愛の証。

「……えええええ!?」

　叫び声と共に、ばっと翼が開く。私の一張羅が破れる絶望的な音が響いた。頭には角の感触がある。

　ということは……もしかして、ジスランも私のことが好きなの？

　いやいや待って。思い込みかもしれない。接吻には挨拶の意味があることもある。と何かで読んだ気もする。

　そういえば、話があるって言ってた気がする。どうしよう、そんなの期待しない方が無理だ……。なんで次に会ったときなんだろう。それまで私にどんな気持ちで過ごせというのだ。やっぱり、もう少し人の心を考えてほしい。私は人じゃないけど。

　そこまで考えて、急にすっと熱かった体が冷えた。

　そうだ。私は人じゃなかった。もしジスランが私を好きでいてくれても、竜族だと知ったら？

　たちまち、すっと角も翼も消えた。

　隠したまま「私も好き」なんて言っていいのだろうか。いや、まだ話の中身を聞いてないし、告白とは限らない。でも……

　堂々巡りの思考に疲れたとき、ふと机の上の本に気がついた。ジスランに貸す約束をしていた本。それが目に入って、私はあわてて破れた服を着替えると、本を持って飛び出した。

　こんな気持ちで待つなんてとても無理だ。身がもたない。本を口実に追いかけて、どんな意図だったのか本人に聞こう。

　きっとまだ遠くまで行っていないはず。

　通りをきょろきょろと見回しながら走っていると、ふとジスランの声が聞こえた気がした。今通り過ぎた道を戻って、小さな路地裏に入る。

「昼前には戻ると言った。詮索するなとも言ってあったはずだ」

　険しい声に、足を止める。……誰かと話している？

　そっと建物の陰から姿を窺うと、騎士の制服を着た男の人が二人、ジスランと相対している。

「ですが、魔物討伐を明日に控えた大事なときに……」

「準備はもう済んでいるし、ぬかりはない。俺がしくじるとでも思うのか」

「まさか、そのようなことは」

「まったく、籠っていれば出ろといい、出れば城にいろと言う。戻るから先に帰ってくれ、目立つだろう」

「いえ、また逃げられては困りますので」

　舌打ちをして、ジスランが歩き出す。

　今の会話、どういうことだろう。明日、魔物討伐に行くと言った？　じゃあ、ジスランは騎士なのだろうか。

　声をかけていいのかわからなくて、出るタイミングを失くした私は、そのままふらりと彼らのあとを追った。普段は制御してるけど、私は普通の人より耳も目もいいし、人の気配は遠くからでもわかる。でもその力を使わなくたって、途中から、どこに向かっているのかなんとなく気がついてしまった。だけどそれは間違いだと。予想を裏切られることを期待していたのに。

　たどり着いたのはお城だった。そして、彼らの姿がその中に消えていく。それを遠くから眺めて、私はその場にぺたりと座り込んでしまった。

　ジスランがお城の関係者だったなんて。それじゃあ、好きになっても私に望みなんかないじゃないか。

　高揚していた気分が一度に萎んでいく。こんなことなら、好きだって気がつかなきゃ良かった。ああ、これが悲恋というものか。

　その気持ちを知ったら、きっと新しい視点で物語が読めると思っていたけど、当分悲恋のお話は読みたくないな。

「……帰ろう」

　気持ちを切り替えるために、呟いて立ち上がる。

　ジスランと出会ったのなんて、まだほんの最近のことではないか。別に、仕事も居場所もなくならない。帰って楽しい話でも読めば、きっとこの辛い気持ちも、すぐ元に戻るだろう。

　このときはそう思っていた。






　それから二か月が過ぎてもジスランが姿を現すことはなく、私の浮かない気持ちは元には戻らなかった。仕事に支障を出してはいけないと前よりも精を出して働いたものの、元気はまるで出なかった。

　ジスランの身分が高そうなことも、そうだったら釣り合わないことも最初からわかってた。わかってたのに、期待を持たせるようなことをするから。あのときのことを思い出しそうになって、あわてて首を横に振る。

　忘れよう。時間が癒してくれると、本にもよく書いてある。気を取り直して、仕事に集中しようとしたとき。

　出入口の扉が開く。薄暗い館内に、太陽の光が差し込む。その光を弾いて輝く銀の髪。

　藍色の瞳が私を捉えて、まっすぐにこちらに歩み寄ってくる。

「久しぶりだな。やっと時間が取れた」

　忘れよう、そう努力した私の二か月は、一瞬で台無しにされた。

「マリエル！」

　名を呼んで駆け寄ろうとしたが、厳しい声がそれを遮る。ニコル先輩の声だった。

「仕事中だぞ。今までは大目に見ていたけれど、そろそろいい加減にしろ。利用者と話し込むのはやめるんだ」

「あ……すみません、先輩」

　いつもとまるで違う厳しい声に、あわてて先輩の方を見て謝罪する。それから、私はジスランへと向き直った。

「ごめんなさい。今はちょっと……仕事が終わるまで待ってもらえますか？」

　閉館の鐘まで、もう少しだ。時計に目を走らせてそう言うと、ジスランが返事をする暇を与えず、先輩がまた声を割り込ませてくる。

「本の修復、検閲、やることは山ほどあるんだ。今までさぼっていた分、今日は残ってやっていってよ」

「ニコル先輩。私は自分の仕事はこなしているはずです。さぼったことなどありません。業務日誌をつけてありますから確認していただければわかります」

「言い訳をするんじゃない」

「言い訳ではありません。職務中の私語についての叱責は受けます。ですがそれ以外については誤解です」

「……部外者が口を挟むのもどうかと思って黙っていたが」

　今度はジスランが私と先輩の間に割って入る。

「王立施設での時間外労働は禁止されているはずだ。本人が誤解だと言っているのに確認もせず、それを理由に規定違反である残業をさせるのは感心しない」

「部外者の自覚があるなら黙っていてくれ。貴族だか何だか知らないが、偉そうに」

「貴族だと？　俺は――」

　ジスランが声を荒げる。他の利用者が何事かとこちらを見ているのに気がついて、私はあわててジスランの前に回り込んだ。

「ジスラン、ごめんなさい、今日は帰ってもらえますか。たしかに誤解もありますが、私にも反省すべきところはあります」

「だが」

　ジスランは尚も何か言いたげにしていたが、当の先輩が奥に引っ込んでいくのを見ると、顔を押さえて長い溜め息をついた。

「……終わるまで待つ」

「でも、遅くなってしまうと思います」

　誤解を解くにせよ、それを諦めるにせよ、先輩のあの様子ではきっと業務が終わってもすぐには帰れないだろう。

「俺のせいだな。すまなかった」

「いえ、ジスランが謝ることじゃありません」

　正直私は、職務中の私語についてもあまり納得はいっていない。他の利用者にも、本の紹介や案内などで話はするし、お年寄りの世間話に半日取られて、仕事を持ち帰ることだってよくあるのだ。利用者との交流も仕事のうちだし、むしろ館長はそれを推奨している。ジスランとしていた会話もその範疇だと思う。

　だけど、私は彼に好意を持っているし、その点で冷静さを欠いているかもしれない。それに、まったく私的な会話をしていないかといえばそうとは言い切れないから、それについては注意されても仕方がないとは思っている。ただ、それは判断を誤った私の落ち度であり、利用者であるジスランが謝ることじゃない。

「いつになってもかまわない。遅くなるなら帰りも心配だ。待つ」

　断る間もなくジスランが私に背を向け、出て行ってしまう。これ以上彼と話しているときっとまた怒られてしまうし、釈然としない気持ちをいったん横に置いて、私は仕事へと戻った。






　結局、そのあと何度かニコル先輩と話をしようとしたけれど避けられてしまった。そのまま先輩は退勤してしまったので、私もいつもと同じ時間に帰途につくことができた。約束通りジスランは外で待っていてくれて、家まで送ってくれた。そのまま帰ってもらうのも申し訳ないし、前に貸すと言っていた本も忘れていったままなので、流れで家に入ってもらう。

　お茶を淹れて座ったものの、お互いなかなか何も言い出せずにいた。

　会うのも久しぶりだったし、彼がお城に帰っていったことも気になっていた。その上昼間はあんなことがあったので、何を話せばいいかわからない……というより、何から話せばいいのかわからないと言った方が正しいか。

「あれから」

　そんな空気の中で、ふいに、ジスランが声を上げる。

「大丈夫だったか？　残業はなかったようだが」

「はい。というか、誤解を解こうとしていたんですが、避けられてしまって。何も話せていないんです」

「立ち入ったことを聞くが……彼とはどういう関係なんだ？」

「仕事の先輩です」

　見ればわかりそうなことを、なぜ立ち入ったことだと思ったのだろう。不思議に思いながらも答えると、彼は「それだけか」とさらに念を押した。

「それだけですよ」

「だったら言わせてもらうが、あまり良い指導の仕方とは思えない。俺も必要以上にお前に声をかけていたことは認めるし反省しているが、あれは当てつけのように思える」

「当てつけ……ですか。それはよくわかりませんが、先輩はいつもはあんな人ではないんです。今日は様子が変でした」

「その理由も何となく察せるが……」

「そうなんですか？　でしたら教えて下さい。私には何がなんだかわかりません」

「お前はそうだろうな」

　そう言って、彼はお茶のカップに手をかけた。黙って彼がお茶を飲むのを見るが、すべて飲み終わっても、その言葉の続きを言うことはなかった。

「……まあ、俺に人のことをとやかく言う資格はないか」

　代わりに、また理解の難しいことを言う。どういうことか尋ねたかったが、思えば私はそればかり聞いている気がする。どのみち聞く前に、ジスランは深々と頭を下げていた。

「すまない」

「何がです？」

　驚いてしまい、結局似たようなことを聞く羽目になった。謝罪される覚えがないのだから仕方ない。やっぱり昼間のことだろうかと考えていたが、彼が口にしたのはまったく違うことだった。

「前に会ったときのことだ。突然あんなことをして悪かった」

「あんなこと……」

　思わず復唱してしまったが、すぐに思い当たって、そのとたん口から火を噴きそうなくらい体中が熱くなった。

「あっ、いえ、驚きましたけど。友人と認めてくれたということですよね？」

　あれからちゃんと調べたのだ。額への口付けは家族や友人など親しい間柄でも行うと。祝福を意味することもあるのだと。

　それでふと、私も謝らなければならないことがあるのを思い出した。

「私も、すみません。実はあのあと、本を渡そうとしてジスランのあとを追って……お城に入っていくのを見てしまいました。それと、一緒にいた人と話していたことも聞いてしまいました」

　それまで呆けたような顔をしていたジスランが、それを聞いて合点のいったような顔をする。

「そう……だったのか。もう、知られていたんだな」

「すみません、馴れ馴れしくしてしまって」

　貴族かもしれないとは思っていた。思っていながら、ジスランが何も言わないからそれに甘えていた。うつむいていると、ふとすぐ傍に視線を感じた。席を立ったジスランが、私の座るすぐ横まで歩いてきていた。

「すまない。隠すつもりではなかったんだ」

　隠し事をしているのはお互い様だから、それを責めるつもりはない。首を横に振る私を見て、彼は少しほっとしたような顔をした。けれど、その彼の口から出た言葉は、私が予想だにしていないことだった。

「ちゃんと俺から伝えるべきだった。俺はレオナール・ジスラン・エルオール。エルオールの王子だ」

　目玉が飛び出る、というのはこういうときに使うのだろうか。本当に目玉が落ちそうなほど、両目を見開いてしまった。もう目も翼も角も全部一気に飛び出してきそうだ。それを必死に堪える私の表情で、ジスランも誤解に気がついたようだ。

「え……王子？　王子様？」

　ジスランが、明らかにしまった、という顔をする。

　だって、そんな、いくらなんでも、王子様だなんて思うわけがない。

　高位の貴族だとか。騎士だとか、とにかくお城にいる偉い人だとは思ってた。だけどさすがに王子様だなんて思ってなかった。

　体中の血の気が引いていく。

　エルオール王国の王族ということは即ち、彼は竜殺しの英雄の子孫ということだ。

「……お引き取り下さい」

　思っていたより冷たい声が出た。こちらに伸ばしかけたジスランの手が途中で止まる。

「マリエル。黙っていたことは謝る。だけど俺は本気で――」

「どうかお引き取りを」

「本気でお前が好きなんだ」

「ご冗談を。王子様が私のような者にかまってはいけません」

「冗談なんかじゃない！」

　ジスランが立ち上がり、バン、とテーブルに両手をつく。

「俺はお前が思うような、物語に出てくるような王子様なんかじゃない。エルオールの王族は普通とは違う。竜殺しの血を引く者として幼い頃から剣術を叩きこまれ、危険を顧みず、血を流すことを厭わず、人を守るために魔物と戦い続けねばならない。それが英雄の末裔としての使命であり、また、戦い続けることが竜殺しの報いでもあるからだ。どの物語にも記されてはいないがな」

　……そんな話は聞いたことがない。竜の里にも伝わっていない。

　竜もまた、多くの人を殺めた。その報いとして竜族は静かに隠れ住んでいるが、それと似た人なりのけじめなのだろうか。

「物心つく前から剣を持たされ、貴族の子が乳母に本を読んでもらっている間に、俺は魔物の討伐に行かされた。平民が笑っている間に俺は血まみれで戦ってきた。そんな俺に、父上は今さら外に出て民に触れ、書を読み解けと言った。そうでなければ王族の資格がないと。戦い、傷つき、その上で他人にも優しくあれと。俺は一度でも他人にそうされたことなどないというのにだ」

　堰を切ったかのように、ジスランは語る。その生い立ちは同情するに余りある。今のジスランはまるで我儘を言う子どものようだった。だけど、本来そうすべき歳のときに、彼は剣を振るい、魔物の血にまみれていたのだろう。

「他人のことなどどうでも良かった。あの日、お前に会うまで」

　きっと本来のジスランは、最初に会ったときに見た冷たい目をした人じゃない。人の心のわからない人なんかじゃない。今目の前にいる彼こそが本来の彼だなんてこと、もうわかってる。

　だけど、私にだって事情はあるのだ。

「そうだとしても、それは私には関係ないことです」

　今度は、私が心を凍らせなければならなかった。

　私がただの一般庶民だったなら、身分の差などかえりみず、彼の手を取ったかもしれない。

　だけど私は人じゃない。血まみれになって戦う彼が屠ほふるべき相手そのものだ。

「どうかお引き取り下さい。レオナール様」

　声から一切の感情を殺して、私は黙って家の扉を開けた。そのまましばらく時間だけが過ぎたが、やがて扉を押さえる私の目の前を、ジスランが通り過ぎていく。とてもその顔は見れなくて、目を逸らしてやり過ごす。

「俺は、お前がいたから――」

　その声も聞こえない振りをして、私は家の扉を両手で閉めた。

















第五章　封印の書












「マリエル、またあいつが来てた」

　ニコル先輩の声に、私は本の修復をする手を止めて、溜め息をついた。

「私はいないと言っておいて下さい」

　淡々とお願いする。

　あれから今日まで、私はカウンターやフロアに立たず、倉庫の整理や本の修復といった裏手の仕事に回してもらっていた。もしジスランが来たら顔を合わせたくなかったからだ。

「もちろん、もう、そう言って追い払った」

「ありがとうございます」

　ジスランが来るかもというのが私の杞憂なら良かったのだけど、あれからも頻繁に彼は図書館に来た。その度に居留守を使っているけれど、まだ諦める気はないらしい。

「でも良かった。やっとわかってくれたんだね、僕が言っていたこと」

　別にそういうわけではないのだが。

　その誤解を解く必要性も感じなくて、黙って先輩の言葉を受け流す。

「だから言ったんだよ。傷つくことになるって」

「別に傷ついてはいません」

　だけど、あまりに見当外れなことを言われ、つい堪えきれなくなった。

「僕の前で強がらなくていいよ。顔色が悪い。それに、最近根を詰めすぎだ」

「……すみません。体調管理を見直します」

「どうしてそんなに他人行儀なんだ？」

　聞きたいのはむしろ私の方だ。

　前に私を叱責したのはなんだったのだろう。そのあと、私の言い分も聞かずに避けて帰ったのに、どうして今はまるで何事もなかったかのように優しい言葉をかけてくるのだろう。

　それに、他人行儀とはなんだろう。私と先輩は他人同士ではないか。私自身は、先輩に対しての態度を変えたことなど一度もないと思う。

「マリエル。あの男に何かされたんじゃないか？　もしそうなら言ってほしい。役所に被害届けを出しに行くなら、僕が先輩としてついていくから」

「だから、それは誤解だとずっと言っているじゃないですか。あの人のことは、手が届かない人だとわかったから諦めただけです。それも私の勝手で。悪く言うのはやめて下さい」

「どうしてあいつを庇うんだ」

「先輩は、どうして私の話を聞いてくれないんですか？」

　最近、先輩と話が通じていない気がする。全然意思疎通ができている気がしない。

「この頃の先輩、変です」

「それは君の方だよ、マリエル。変わったのは君の方だ。あの男が来た日から」

　……そうなのだろうか。変わったのは私の方なのか。

　たしかに、そうじゃないと言い切れるような明確な根拠はない。でもおかしい。

　なんで先輩と話していると話しづらいのかやっとわかった。先輩はいつも、私が言うことは間違っていて、先輩の言うことが正しいという前提になっている。

　そして、それは今に始まったようなことじゃない気もしてきた。仕事のことでは気にならなかったのだ。私より長く働いているし、先輩だから。

　でも私自身のことですら先輩が正しいと決めつけられるのは、正直、不愉快だった。

「……これ以上お話しても無駄のようですね。今日の業務は終わりましたので、失礼します」

　閉館の鐘はとっくに鳴っているし、館長も他の職員も、もう誰も残っていない。言葉通り閉館後にやることも終えていたので、私は一礼して外に出た。

「待って、マリエル。家まで送るよ。まだあいつが近くにいるかもしれないし」

「結構です」

　話をしても無駄ということは否定しなかった。ジスランについての誤解も認める気はないようだ。なのに、どうして一緒にいられると思うのだろう。

　五年間仕事をして、それなりにいろいろな人を見てきた。もちろんいい人ばかりじゃなかった。決まりを守ってくれない利用者もいた。理不尽に怒鳴られたこともあった。怒ったことも泣いたこともある。だけどそれでも、私から発した言葉を蔑ろにされたことはなかった。それも、相手に一切の悪気も自覚もなく。

　いくら私が自分の気持ちを言っても、どれほど考えて説明しても、どうせ彼は一切それを受け止めることはない。だから声を荒らげそうになってしまうのを必死で堪えて背を向けると、後ろから腕を掴まれた。

「どうしてそんな冷たい態度を取るんだ。僕は君を心配しているだけなのに」

「放して!!」

　また、悪いのは私になっている。その手を振り払おうともがいたが、先輩の指はがっちりと手首に食い込んでびくともしない。……痛い。

　もう、魔法で燃やしてしまおうか。

　そう考えている自分に気がついて、ぞっとした。そしてその瞬間、今まで人とうまくやれていたという自負も、人の世界で暮らしていけるという自信も、音を立てて私の中で崩れていった。

　――私が里を出たのは、間違いだったのかもしれない。

　絶対に認めたくなかったことが脳裏をよぎったとき、腕を締めつけていた痛みが離れる。

「お前っ！」

　先輩の憎々しげな声にはっとする。月明りの中に、先輩の腕を捻り上げるジスランの姿があった。

「やっぱりまだ近くにいたんだな。いい加減にしろ。役人を呼ぶぞ！」

「呼びたければ呼べばいい。困るのはどちらかよく考えてみろ」

「……くそッ！」

　毒づいた先輩がジスランの手を振り払い、闇夜の中に走って消えていく。

「どうしよう。先輩、役人を呼んでくるかもしれない」

「どうせ呼びやしないさ。呼ばれてもかまわないが」

　ジスランの冷めた声に、はっとする。ついうろたえてしまった。そして急いで取り繕う。

　会いたかったことを――助けてくれて嬉しかったことを、決して悟られないように。そして、私もジスランのように冷めた声を上げる。

「……そうですよね。王子様ですから」

「別に俺が平民でも同じことをしたし、同じことを言っただろう。そのままの状況を話して俺が捕まるのなら、その役人の目が節穴だ」

　ジスランが私の手を取り、月明りにかざす。薄闇でもはっきりわかるほど痣ができていて、ジスランが顔をしかめる。

「……放して下さい」

　もっと触れていてほしい。頭ではそう考えているのに、逆のことを口にしなければならないのが辛い。私の訴えを聞いて、すぐにジスランは手を放した。

「帰ったら冷やした方がいい」

「そうします。ありがとうございました。では」

「何も話さなくていい。俺も何も聞かないから、送らせてくれ。一緒に歩くのが嫌なら、離れて後ろから着いていくから」

　断らなければいけない。頭ではそう思っているのに、何も言葉が出なかった。そして、先輩がまた戻ってくるかもしれないと考えたら、一人になるのが怖いのも事実だった。黙ったまま歩き出すと、言葉通りジスランが後ろをついてくる。

　それから家に着くまで、本当にジスランは何も話しかけてこなかった。私と話すために何度も図書館に来ていたなら、今だって本当は話をしたいはずなのに。でもそうしたら私がそれを嫌がって一人になろうとするから、話さなくていいと言ってくれたんだろう。そして、それをちゃんと守ってくれている。

　ジスランは自分の目的のために送ると言ったのではなく、ただ、本当に夜道で一人になる私を心配してくれているんだ。

　もちろん、これは私の想像にすぎない。ただの妄想かもしれない。彼自身は一言もそんなことは言っていないのだから。でも、そう思えた。

　言葉は不思議だ。意思の伝達のために存在するはずなのに、思った通りに伝わらないことがままある。だけど、言葉を使わなくても伝わることもある。

「ありがとうございます……送ってくれて」

「それはかまわないが。大丈夫なのか。明日も会うんだろう」

　話したいのはそんなことじゃないだろうに。

　あんなふうに拒絶した私を責めたいと思っているのだろうに。

　痣の残る手首を撫でて、私はこのところずっと考えていたことを口にした。

「大丈夫です。……仕事、もう辞めますから」

　そうした方がいいとは思っていた。なかなか実行に移せなかったけれど、結局、今日の先輩の態度が決定打になった。

「俺の……せいだな」

「違います。だからどうか私のことは忘れて下さい」

「もし忘れると言ったら、お前は仕事を辞めないか？」

「辞めます。先輩とも、もう普通に話せる自信がないですから」

　でも、きっと先輩のせいでもないのだ。これは、私自身の驕りのせいだ。

　自分は人に対して嘘をついたり、隠し事をしたりしてるのに、人間とすっかりわかり合えている気になっていた。それは幻想だってことを、嫌というほど痛感した。

「それも俺のせいだ」

「だから、違うと言っているじゃないですか」

「だったら、せめて理由を聞かせてくれないか」

「仕事を辞める理由ですか？」

「……いや。知りたいのは俺を拒絶する理由だ」

　どのみち、それは同じことなのだけれど。そして、それを言うことはできない。

　どうせここを去るなら、ジスランに本当のことを打ち明けようかとも何度も考えた。だけど、受け入れてもらえなかったときのことを考えるとできなかった。それは何も自分の保身だけのためじゃない。

　他にも竜の生き残りがいることが知られたら、里のみんなに――今まで、掟を守って暮らしていた竜族みんなに迷惑をかけてしまう。ううん、迷惑どころじゃない。相手はエルオールの王族、竜殺しの末裔だ。下手をしたら討伐されてしまうかもしれない。

　無責任に里を飛び出した私だけど、でもだからこそ、私の我儘で一族が滅んでしまうことだけは避けなければいけない。

　だから、私はどんなに苦しくても、嘘をつき通さなければならないのだ。

「それは、あなたがエルオール王家の人間だからです」

「それなら、仮に俺が身分を捨てたとしたら？」

「できるのですか？　楽しいこともなく、好きなものもなく、笑うことも忘れて、それでも今まで戦ってきたあなたに」

「それは……」

　案の定、彼は首を縦に振らなかった。でもそれでいい。できないことは知っている。

　自分のために里を捨てた私と、国のために自分を捨てた彼は違うって、最初からわかってる。他人などどうでもいいと言いながら、それでも彼は剣を投げ出さなかった。ジスランはとても優しくて、誇り高い人だ。そんな人に、私のために何かを捨てさせたりしちゃいけない。

「最初から教えてくれれば良かったのに」

「もしそうしていたら、拒絶しないでくれたのか？」

「ええ。最初からあなたに関わらなかった」

　彼が、明らかに傷ついたような顔をしても、私はそこから目を逸らさなかった。やっと表情が豊かになった彼にそんな顔をさせなければいけないなんて。

　ずっと戦ってきた彼が、その身にも心にも流してきた血を、私が拭えればいいのに。

　でもそれは叶わぬ願いだ。

　これ以上はもう耐えられなくて、私は彼をその場に残すと部屋に入り、鍵を閉めた。それからベッドに突っ伏して、声も出さずに泣いた。

　こんなに心が揺れて痛いのに、翼も角も出ないほど感情が死んでしまったようだった。






　翌日、朝一番に、私は館長に退職の意向を告げた。

　ありがたいことに強く引きとめてもらえたけれど、他国で血縁が見つかったと言ったら涙を流して喜んでくれて、快く了承してくれた。

　私はひどい嘘つきだ。

「マリエル！　館長から聞いた。仕事を辞めるって？　本気？」

　あんなことがあったのに、ニコル先輩はまた何事もなかったかのように普通に仕事をしていた。だけど昼過ぎ、あわてたようにそんなことを言いに来た。

「はい。他国で血縁が見つかって、一緒に暮らすことになったんです」

　館長に話したときは心が痛かった嘘が、流れるように口から出てきた。驚くほど心は静かで、何の感情も湧かなかった。でも、だからといって嘘をつきたいわけじゃない。

「そうだ、修繕しなければならない本があったんです。少し裏に行ってきますね」

　まだ何か言いたげな先輩にそう言って、カウンターを離れる。

　追及されたくない口実ではあったけど、仕事が残っているのは事実だった。お城から、貴重な本がいくつも王立図書館に寄贈されたのである。しかしその中には古すぎて傷みが激しく、修繕しなければならないものがいくつかあった。

　お城からということは、きっとジスランが手配してくれたんじゃないだろうか。憶測でしかないけれど、そんな気がした。

「ジスラン……」

　気がつけば、その名が唇から零れていた。

　どこにいても、何をしていても、忘れられなくて苦しい。それでもこの仕事だけは終わらせていきたくて、目の前の本に集中する。すると、ふとタイトルのない本が目についた。触るのも躊躇するほどぼろぼろに見えたけれど、実際に手に取ると、意外にしっかりしている。

「……魔力を感じる。こんなに古い本が現存しているのはそのおかげね……」

　表紙に使われている革、これは魔獣のものだ。普通は動物の革を使う。装丁に魔獣の革を使うとなると、少なくとも八百年以上は昔のものだ。それに、この魔力は竜の魔法だ。これも、とてもとても古い力。ただ保存するためにかけられたものというわけでもなさそうだ。この本自体が強い力を持っている。

　だけど、なんだろう。違和感がある。

　目を閉じて、集中する。この本にかかっている魔法が何なのか、それを読み解くことだけに意識を向けると、いくつかの力をとらえることができた。同族のものと、人のものが入り混じっている。

　人の魔法の方は弱すぎて、この本にまったく干渉できていない。大別すると二種類、どちらも竜の魔法だ。今にも溢れ出してきそうな強大な力と、それを本の中に抑えこもうとする封印の力。だけど……抑える力の方が弱い。

　ぴり、と指先に痛みを感じて手を放すと、火傷のように指先が赤くなっていた。

「何……これ」

　思わず、声が震えた。人の肉体にまで――それも、いくら力が弱まっているとはいえ、竜族である私にまで干渉できるような魔法だなんて。しかも、この魔法がかけられてから相当な時間が経っているだろうに。

　これ、人には読めないんじゃないだろうか。だけど読めない本など寄贈するだろうか。

　もしかして、私が竜族だからこそ反応しているのだろうか。

　用心しながらもう一度本に触れて、注意深く魔力の痕跡を辿ってみる。パシッと何度も光が弾け、そのたびに手に痛みが走ったけど、耐えた。これは、放置してはいけないものの気がする。激しい力の抵抗を感じながらもなんとかページをめくって、書かれている文字を追う。

「かつて、地上は竜のものだった。その中でも抜きんでた力を持ち、竜族の頂点に君臨した竜帝は、地水火風すべての精霊を従え、自然や天候すらも意のままに操った……」

　これは、エルオール建国より前の、竜の歴史を綴ったものだろうか。文字が掠れて読めない箇所があったり、言葉があまりにも古すぎたりして、私でも読み進めるのが難しい。

「しかし、竜帝の力に嫉妬した神は、自身の力を一振りの剣に変えて人に与えたのだ。地上の生き物に関与しないという掟を神は破ったのである……」

　そのあとは、ただひたすらに神と人を憎悪する言葉が呪詛のように並べ連ねられていた。時折、竜が人を殺戮している惨い挿絵もあった。

　建国神話では、一方的に蹂躙される人を憐れんで神が流した涙が剣となったと伝えられる。それとは意趣の異なる書かれ方をみるに、これは人ではなく、竜が遺したものではないだろうか。

　だけど、どうしてこんな内容の本がお城にあるのだろう。どう考えても検閲に引っかかるだろう。

　いや、引っかかったからこそ、一般流通せずに城が保管していたのかもしれない。でも、今は昔よりもずっと規制が緩やかになった。竜が伝説の存在になって、勧善懲悪でなくとも、竜に心があっても、英雄が弱くても受け入れられるような今だから、世に出しても問題ないとしたのかもしれない。

　寄贈する本を選んだのがジスランなら、尚のこと。

　掠れた文字を指でなぞる。それは、なんとなく無意識にそうしただけ、だったのだけど。

「え……何!?」

　私の指の触れた箇所から文字が浮き出ていく。そしてそれは宙で赤く光ると別の文字になって再び本の上に帰っていく。そうして浮き出た文字は、まったく別の文章を綴り始めた。

「『……我が、血を、引くもの……よ』？　これは……」

　ジリジリと指先が熱い。でも、私は残りの文字列にも順に指を当てていった。当てた箇所から次々と文字が剥がれ、仄かに赤く光りながら踊るように別の文字へと変化していく。こんな魔法、里でも見たことないし、聞いたこともない。

　驚きながらも、新しく記された文字列を、頭の中で読み上げていく。







　滅びゆく我が種よ。きっと君がこの言葉に触れる頃、地上は人の世となっているだろう。永き戦いのうちに、次第に竜は理性を失っていった。我らが哀れな魔物と成り果て、その力で地上を焼き尽くす前に、我らは滅ぶべきである。








　人と神を呪い、竜帝を讃える元々の文章とはまるで違う。文字列の合間に描かれている絵も、指で撫でると別の絵に置きかえられた。

　竜が炎を吐き、森を焼き尽くす絵。湖を、街を凍てつかせる絵。そんな挿絵を挟んで、さらに文字は踊る。







　我らは地上を守りたい。しかし、我らに竜帝に立ち向かうだけの力はなく、また今さら人間に手を貸そうと言ったところで、もはや人間は竜を信じはしないだろう。故に、せめて我らの力と命のすべてをかけて、我らは竜帝をこの本の中へと封印する。いつかこの本にかけた封印が解け、再び竜帝が蘇りしそのときは、人と竜が手を取りこの地上を守れるよう願う。我らになしえなかった悲願を千年後の子孫に託す。








　そこまで読み終わると、指先に伝わる力がふと消えた。そして、それ以上はどれほどなぞっても文字が変化することはなくなった。

　どっと全身から汗が噴き出て、息が切れた。

「なんてこと……」

　竜が滅びたのは、英雄や神剣の力によるものだけではなかった。のちの世を憂いた竜が、争いを先導していた竜帝を魔法で本の中に閉じ込めていたから、竜は統制を失い、結果人との争いに敗れたのだ。そして理性を失った竜は人に狩られ、争いを嫌った竜は人と関わらずに各地に散ってひっそりと暮らした。その過程のどこかで封印の書は人の世に持ち出されてしまい、時間の経過と共に本にかけられた封印の魔法の力は弱まっていったのだろう。

　人の言葉で竜帝を讃えるようなことが書かれていたのは、きっと人が忌避するような内容にすることで、この封印の書が人の世に出ることを防ごうとしたのではないだろうか。結局は国に接収されてしまったようだけれど。

　……おそらく、本は異次元の扉の役割を担うもの。竜の魔法でこことは違う次元に竜帝を閉じ込め、鍵をかけた。封印はその鍵だ。もし鍵が外れれば、扉を破って竜帝が現代に復活することになる。そんなことになれば、とてもじゃないけれど人間の力だけでは太刀打ちできない。だけど、人と竜が手を取り合うなんて無理だ。もう竜なんて伝説の生き物でしかないのに。

　千年じゃ足りなかった。いや、長すぎたのか。

　竜帝を倒せないなら、封印の魔法をかけ直さなければ。でもそれも無理だ。この封印を施した竜の力がいかほどか、そしてどれくらいいたのか定かではないが、当時の竜たちのありったけの力でようやくできたであろう封印を、今の竜族にどうこうできるわけがない。

　どうしよう。どうしたらいい？

「ジスラン……」

　気がついたら、私は本を抱えて立ち上がっていた。

　どう考えても私一人でどうにかなる問題じゃない。でも、王子である彼ならいい知恵があるかもしれない。竜殺しの末裔である彼なら。

　そう思ったらいてもたってもいられず、本を抱えて部屋を飛び出し――そして、勢いよく誰かにぶつかった。

「マリエル!?　どうしたんだい、そんなにあわてて」

「ニコル先輩……」

　どうしよう。今先輩にかまっている暇はない。だけど、目の前にいる先輩を振り切って外に出るのは難しそうだ。

「……今修繕していた本について、気になることがあって。報告したいことがあるので、お城へ行きます」

「直接行ってもお城には入れないよ。僕が確認して処理しておくから」

「でも、急いで伝えなければいけないことがあって。本を寄贈して下さった方には心当たりがあるので」

「それって、あいつのこと？」

「それは……」

　まただ。

　他のことはまるでなかったことみたいになっているのに、ジスランが絡むと先輩はおかしくなる。

　どうしよう。いっそ、本当のことを話してしまおうか。ジスランが王子だってこと、この本が危険なこと。でも、先輩はそれを信じるだろうか。ただでさえ、私の話をまったく聞かないのに。

「とにかく、事情はあとで説明します。すぐに戻りますから行かせて下さい」

「あいつに会うなら行かせられない。だってまた君が傷つくことになる」

「だとしても先輩には関係ありません！」

「関係あるよ」

　まだ痛む腕を、再びぐいと掴まれる。放してと叫ぶ前に、手を強く引かれて抱きしめられる。

「ずっと君が好きだった」

　耳元で先輩が囁く。あまりにも身勝手すぎる告白に、全身が総毛立った。

「放して！　……あっ」

　全力で先輩を突き飛ばした拍子に、持っていた本を落としてしまう。あわてて手を伸ばしたけれど、私より先に先輩がそれを拾い上げていた。

「返して下さい。本当に危険なものなんです！」

「マリエル……どうして」

　先輩が、凄まじい形相で私を睨む。でも、今きっと私も同じような顔をしてる。

「なぜ？　どうしてだ？　僕の方が先に君に会って、先に好きだった。ずっと優しくしてやっただろう？　それなのになぜ！」

「自分が聞きたいことしか聞こえない先輩には、私が何を話しても届きません。だから、本を返して！」

「うるさい！　本がなんだって言うんだ！」

　先輩が、本を開いて両手で引き裂こうとする。

「だめ！」

　本が破れたら、封印がもっと弱まってしまうかもしれない。取り返そうと手を伸ばしたそのとき。

「うわあああああ!!」

　本をから激しい閃光が迸り、先輩が悲鳴を上げる。

「ああっ！」

　その本を奪い返そうとして触れたとき、私の手にも熱が走った。どうにかそれを私の力で抑え込んで、先輩の方を見る。

「先輩！　大丈夫ですか!?」

「ひっ!!　ば、化け物……！」

　私を見て、先輩が悲鳴を上げてあとずさる。その態度で気がつく。

　額に触れたら、角の感触がした。背中を見ると、服を貫いて翼が出ていた。焼けた手は、赤い鱗が露出していた。

「…………」

　深呼吸して、それらをすべてひっこめる。念のために額に触れて確認してから、椅子にかけてあったマントを取って破れた服を覆い隠すと、私は再び本を抱いて走り出した。

　もう、先輩は私を呼び止めはしなかった。

















第六章　マリエルの決意












　胸に抱えた本が熱い。

　無我夢中で走って、何度も通りすがる誰かと肩がぶつかった。そのたびに追いかけてくる罵声を振り切って、ひた走る。

　もし今、封印が解けてしまったら。そんな最悪の想像も振り切って。

　だけど、どのみちこの封印が解けるのは時間の問題だ。そして、私だけじゃ、それをどうすることもできない。今の私にはジスランに頼るしか術がない。

　他に頼れる人がいないのは確かだけど、その人選は必ずしも的外れではないはずだ。

　本来、何より優先される王家の血筋がその命を危険に晒して戦うのは、こういうときに備えるためじゃないのだろうか。竜帝が今ここに実在するのなら、神が遣わしたという聖剣だって現存するに違いない。

　封印の本が伝えたように、今もし、私と彼が手を取り合って戦えたなら。

　そう考えたとき、がむしゃらに動かしていた足がふと、止まってしまった。

「そんな都合のいいこと、あるわけない……」

　自分で拒絶しておいて。

　千年もの間、歩み寄ることを諦めていて。

　そもそも、城に行ってジスランに会える保証なんかない。身分のない私では門前払いされてしまうだろう。そもそもジスランが今、城にいるかどうかもわからない。

　だけどそれでも……ここで立ち止まっていたら、エルオールは滅ぶ。

　重い足を持ち上げて、どうにか城へとたどり着く。するとたちまち、門を護っていた衛兵たちが一斉に私を取り囲んだ。

「何者だ！」

「ジス……いえ、レオナール様に会わせて下さい。お願いします！」

　本を抱え、ただ必死に叫ぶ。

　まとわりつく、怪訝そうな視線。どう考えても今の私は不審者でしかない。

　事情を話したとして、一体誰が信じるというのだろう。それでも信じてもらうには、いっそこの場で角なり翼なり出してみせるか。……いや、そんなことをすれば、この場で討伐されるだけだ。化け物だと叫ばれて。

「……その制服。王立図書館の職員か？」

　焦るばかりの私に、衛兵が声をかける。それで、職場から走ってきたのを思い出した。

「そうです。私は王立図書館のマリエルといいます。お城から賜った寄贈書のことで、大事な話があるのです」

　衛兵の警戒が幾分弱まる。少なくとも不審者の謗そしりは免れたけど。

「それなら伝言を預かろう」

　ドクン、と抱えた本が脈動する。

　……それじゃ遅い。だけど、ここで食い下がっても時間を浪費するだけだ。

　一度引き下がって、どうにかして忍び込むか。だけど、こんな大きなお城で、どうやってジスランを探せばいいのだろう。途方に暮れたそのときだった。

「なんの騒ぎだ」

　落ちてきた声に振り返る。

　逆光の中に影が落ちる。馬に乗り、軍服をまとったジスランが、冷たい顔でこちらを見下ろしていた。

「レオナール殿下」

　辺りにいた騎士たちが、パッと敬礼の姿勢を取る。

　見れば、ジスランの後ろには騎士たちが列を成している。そして、ジスランの整った顔は血で汚れていた。

「魔物討伐からの無事のお戻り、何よりです」

「挨拶はいい。何があったのかと聞いている」

「そこの王立図書館の者が、何やら殿下にお話しがあると」

　すっ、とジスランの視線が私に移る。

　これは、奇跡だ。

「王立図書館のマリエルです。無礼を承知でレオナール様にお話があるのです。どうかお話するお時間を下さい」

「控えなさい。殿下はたった今、魔物の討伐からお戻りになったところで、お疲れなのだ。お前にかまっている暇はない」

「かまわん。通せ」

　脇にいた兵士が私を取り押さえようとするが、ジスランがそれを制止する。彼は馬を降りると城門へと歩き出し、私を一瞥した。

「こちらへ」

「は……はい」

　戸惑う騎士たちに頭を下げて、彼のあとを追う。城に入ってからも不躾な視線が私たちに刺さったけれど、誰も私に……というよりジスランに近づこうとはしなかった。

　それもわからなくはない。銀の髪も、肌の露出しているところも、そのほとんどが血で赤黒く染まっている。

「すぐに部屋を用意しろ」

「……は。こちらへ」

　それでもジスランが命令すると、控えていた騎士がすぐに先導する。ジスランは、やっぱり王子様なんだ。わかっていたけれど、目の当たりにするとそれを実感した。

　部屋に入り二人きりになったとたん、ジスランは今までぴくりとも動かさなかった表情を、心配の色が浮かぶそれへと変えた。

「何があったんだ、マリエル」

「ジスラン……いえ、殿下、急に押し掛けて本当に申し訳ありません。どうしてもすぐにお伝えしなければならないことがあって」

「ジスランでかまわない。取り繕う必要もない」

　何も話せなかったのに。あんな風に拒絶したのに。

　そんな場合じゃないのに、勝手に涙がぼろぼろと零れてしまう。

「……マリエル？」

　私の頬に手を伸ばそうとしたジスランが、だがその手が血まみれであることを気にしてか、途中で止める。そして私が抱きかかえている本に目を留めたようだった。

「一体どうしたというんだ。……その本は？」

「何から話していいのか、信じてもらえるかどうか、わかりません」

「お前の言うことなら信じる。だから話してくれ。ずっと俺を拒絶していたお前がこんなところまで来たんだ。よほどのことなんだろう」

　その言葉には温かさと労りがあり、ますます溢れそうになる涙をぬぐって、私は深呼吸をしてから口を開いた。

「……これは、先日お城から寄贈していただいた本なのですが」

「ああ、俺が手配した。何か問題があったのか」

「この本には竜が封印されているんです」

　他に言いようもなく、単刀直入に告げると、案の定ジスランは不可解な顔をした。

「建国神話は作り話ではありません。かつてこの地上を支配していた竜を、あなたの祖先が神より賜りし剣で滅ぼしました。だけどそれは英雄だけの戦いではなかったのです。竜もまた戦っていました。戦いの中で消えていく理性と。それによって地上を滅ぼす同族と」

「ちょっと……待ってくれ。一体何の話をしているんだ」

「人と竜との戦いは熾烈を極め、大地を裂いた。それを憂いた竜は、戦いをやめる道を選んだのです。そして理性を失い、獣と化した竜帝を封じました。統制を失った竜は人に敗れ、生き残った竜は魔法で人に姿を変えて、人に紛れて今日まで生き延びました」

「待ってくれ！」

　ひときわ大きなジスランの声に、私は口を噤んだ。

「……その話を、信じろというのか」

　無理もない。

　竜なんか伝説の存在……架空の生き物だと思われていたんだ。そして、それはほかならぬ私たち竜族が望んだこと。手を取り合うことを恐れ、隠れ住んできた報いだ。

「やっぱり……無理ですよね。こんな話を信じろだなんて」

「にわかには……だが、その話が本当だとして、なぜお前がそんなことを知っている？」

「それは……」

　そして、この期に及んで私は恐れているんだ。受け入れてもらえないことを。

　魔物のように討伐されるんじゃないかと。私に向けられる、その優しい藍色の瞳が、殺意を持って私を射抜くのではないかと。

　化け物と、叫ばれるのではないかと。

　でも、それならそれでいいとも思えた。

　こんなことになっても、私は里を出たことを――ジスランに会えたことを、後悔してなどいないから。

　覚悟を決めて、私は制服のマントを外した。

「……！」

　私の背に生えた翼を見て、額から生えた角を見て、ジスランが絶句する。

「私がこの本のことに気がついたのは、竜の魔法を使えるから。あなたを拒絶したのは、私が人じゃないから。人の目を逃れ、千年のときを隠れ住んだ竜の末裔だから。そして、あなたが……竜殺しの子孫だからです」

　まだ黙ったままのジスランの瞳を見つめて、私は問いかけた。

「私を……殺しますか？」

「……俺がそうすると思って、今まで黙っていたのか？」

　聞こえてきた彼の呻き声で、私ははっとした。

　今、彼の表情にあるのは悲しみだ。でもその理由はたぶん、私が化け物だったからじゃない。

　きっと、私が……ジスランのことを信じていなかったから。

「たしかに俺は心を殺し、戦いに身を置いてきた。だが、どれだけの魔物を屠り体が血に塗れても、愛する人を手にかけるほど化け物じゃない」

　悲しげな視線が、私の心に突き刺さる。

　化け物と言われることを恐れていた私の方が、ジスランをそういう目で見ていたんだ。ジスランは、翼と角を生やした人でない生き物より、それだけの理由で化け物と謗り刃を向ける人の方が化け物だと。そう言ったのだ。

「ジスラン……ごめんなさい……！」

　涙を流して叫ぶ私の体を、ジスランが抱きしめる。それだけで、焦りも不安も何もかも消えて、ぎゅっとその胸に取り縋る。

　でも……血の匂いが、心臓を竦ませる。

　魔物の血の匂いだけじゃない。

「ジスラン、怪我を……」

「たいした傷じゃない」

　体を放そうとする私を、ジスランが掴んで止める。

「……もし、その本の封印が解けたら、どうなる？」

　もがく私の体を自分の腕の中に戻して、ジスランが問う。

「千年前、地上に君臨していた最強の竜――竜帝が蘇ります」

　答えを聞いて、ジスランが私の体から手を離す。

「国民を避難させ、騎士団を指揮して迎撃態勢を整えよう。本をこちらへ。お前も安全なところへ逃げるんだ」

「その怪我では無茶です。それに、時間も足りない……」

　ジスランは信じてくれても、他の人は信じるだろうか。きっと竜が現れて襲われるまで誰も信じないのではないのだろうか。

　だって、誰も竜を見たことなどないのだから。

　冷静になってしまえば、簡単なことだった。最初から道など一つしかなかった。

「私は今からこの本を持って、できるだけエルオールを離れます。どれほど時間が稼げるかわからないけれど、ジスランはその間にみんなを避難させて下さい」

「その方が無茶だ」

「そんなことないですよ。私、ジスランよりずっと強いですよ？　人じゃないから」

　翼を広げ、ゆっくりと、ジスランと距離を取る。

「一つだけお願いします。もし、もしも私が理性を失い、人を襲うことがあったら……そのときは、あなたが私を殺して下さいね」

「マリエル……！」

　私を捕まえようとする彼の手を逃れる。私が一瞥するだけで窓が開き、私はすっかり暮れた空へ身を躍らせた。

「だったら俺は！　何のために今まで……！」

　ごうっと耳元で唸る風が、ジスランの叫びを掻き消した。






　生まれたときから翼があっても、実際にこうして大空を飛ぶのは初めてだ。

　それに、完全に竜の姿に戻っているわけでもなく、人間の体で翼と角だけ生えた半端な状態なのもあって、まるでバランスが取れない。最初はバタバタとめちゃくちゃに動かしては風に攫さらわれて、思うように飛ぶことなどできやしなかった。竜になってしまえば少しはマシに飛べるかもしれないけれど、それじゃいくらなんでも目立ちすぎる。竜帝が出て来る前にエルオールは混乱に陥ることだろう。

　なんとか落ちないように必死で動かしているうちに、自然と風をつかまえることができていた。風の精霊たちが囁いて導いてくれるのだ。今まで火の精霊としか接してこなかったけれど、耳を傾けさえすれば声を聞くことはできるのだと、今知った。

　これなら、戦えるかもしれない。

　ジスランに対して自分がどれほど残酷な仕打ちをしているかはわかっている。この期に及んで、彼を信じて手を取り合うことができなかったことも自覚している。

　だけどそれは、拒絶されるのが怖いからじゃない。

　自分の死よりも、エルオールの存亡よりも、この大地の消失よりも。ただ何よりも、ジスランが目の前で傷つくのに耐えられそうになかった。

「精霊たちよ。なるべく人のいない、遠くの土地へ連れていって」

　少しでも時間を稼ぐために。

　苦労しながらも、ようやく思い通りに飛べるようになった私は、なるべく高度を取るとエルオールを離れようと翼を羽ばたかせた。だけど、いくらもしないうちに抱えた本から黒い霧が立ち上り始める。それが良い兆候でないことは感覚的にわかった。

「どうして……!?」

　急激に状態が悪くなっている。どんどん封印の力が消失していく。エルオールを離れるほどに。

　もしかして、エルオールにあるはずの聖剣の力が、封印の力を補助していたのだろうか。でもたとえそうだとしても、戻るわけにはいかない。

　大きく翼を羽ばたかせた、そのとき。

「熱……ッ!!」

　持つこともできないほどの熱量を帯びた本が、私の手を離れ、森の中に落ちていく。

「だめ！」

　それを追って急降下する。

　人の形態をしているときは、体の作りも強度も基本的には人のそれだ。この高さから落ちれば間違いなく死ぬ。だけどスピードを緩めれば本を見失うし、今や本の形も保てなくなった黒い光は、きっと触れれば手が焼け落ちる。

『……我を縛る戒めの鎖よ！　我を解き放て！』

　竜の言葉で、そう叫ぶ。そのとたん、体の内側から凄まじい力があふれ出すのを感じた。この世に生を受けたその瞬間から封じていた体は、うまく動かすことができずに周囲の木を薙ぎ倒して森へと墜落する。痛い、と呻いたつもりが、出たのは唸り声だけだった。

　眼前に横たわる、赤い鱗に覆われた魔獣のような手。その先にある鍵爪。それが自分のものだと気がつくのに少し時間が必要だった。

　体を起こそうとしてうまくいかず、再び地面にひれ伏すと、地響きと砂煙が起こった。木が倒れ、動物たちが逃げていく。

　長く人として過ごしていたせいで、力を残している竜も、その姿は昔に比べてずいぶん小さくなったと里では聞いた。だけど、この体なら、この力なら……やれる。戦える。そんな思いは、起き上がった瞬間あまりに儚く砕け散った。

　黒く、巨大な塊。歩くだけで家を軽く踏み潰してしまいそうな巨体。その背にある巨大な翼が少し動いただけで、私の体があとずさるほどの風圧。闇の中で、私の姿よりも、もっと血のように赤く禍々しい二つの瞳が光っている。

『貴様は、同胞か』

　地響きのような唸り声。竜の言葉が、頭に直接伝わってくる。

『なんと脆弱になったものだ』

　理性を失い、獣と化したと聞いていた。だけど、少なくとも話はできるようだ。私は起き上がると、息を吸い込んだ。

『偉大なる竜帝よ。あなたの眠りから千年の時間が流れ、地上の覇権は人へと移りました。どうか怒りをお鎮め下さい』

　その途端、凄まじい咆哮が天を割き、突風が私に襲い掛かった。とっさに翼を広げ、私の背後にある王都を少しでも守れるように立ちふさがる。なかなか収まらないそれが攻撃でなく、ただ彼は笑っているのだと気がついたのは、彼が再び言葉を発してからだった。

『ふざけたことを言う。あのような矮小な存在が千年もこの地上にのさばったのだ。そろそろ返してもらわねばなるまい』

『待って下さい。私たちには、今この世界に残っている竜には、もう争う意志なんてないんです』

『意志がない？　力を持たないだけの間違いだろう』

　違う。

　人が地上の覇権を握った裏には、密かに竜の協力もあった。少なくとも彼らは争いを望んでいなかったはずだ。だからこそ、竜帝を封じたあとも静かに暮らしてきたのだと思う。二度と人と争うことがないように。

『……違います。たとえ力があったとしても、支配するのでなく、共に肩を並べて生きていたいと思う。私は人が好きだから』

『人が好き……だと？』

『はい。人に竜ほどの力はなくても、人の紡ぐ物語はどんな力より強く私の胸を打つ。人と竜の間に優劣などありません』

　ドン、と大きな音がして地響きが起こる。彼が一歩踏み出した、ただそれだけのことで。

　もしエルオールの騎士団がこの場で竜帝と戦ったとしたなら、今の一歩だけでどれほどの犠牲が出ただろうか。

『虫唾が走る。所詮は余を裏切り封じた者の末裔か』

　ふっと、竜帝のまとう雰囲気が変わる。嘲笑の咆哮が消え、地響きが収まると、周囲はしんと静まり返った。そうやって静かに佇む竜帝からは、明確な憤怒と憎悪を感じた。

　竜帝は気づいていたんだ。同胞が自分を封じたことに。

　そして恨んでいる。その間に、自分のものだと思っていた地上に栄えた人間も、そして、自分を裏切った者の末裔である私たち竜族も。

　もう、戦いは避けられない。

『そこをどけ』

『どきません！』

　天を割くような咆哮を轟かせ、竜帝の双眸が私を射抜く。少なくとも今この瞬間は、彼の憎しみと殲滅対象は私へと移った。その巨体に似合わない速さで私へと突進してくる。もし、私が避ければ、彼はこのままエルオールに突進する。

　覚悟を決めて、正面からその体を受ける。体中にビリビリと衝撃が走り、爪の先まで麻痺したように力が入らなくなる。

『ほう……見上げたものだ』

　正直踏みとどまれたのなんて奇跡に近い。というか、本当なら跳ね飛ばされていたと思う。そうならなかったのは、私一人の力じゃない。

　精霊たちがざわめいている。彼らも、竜帝の復活に動揺しているのだ。だけど……私に力を貸してくれようとしている。

『精霊どもが、煩うるさいな』

　わずらわしそうに言うからには、彼にもそれがわかっているのだろう。

　力では勝てない。それなら、魔法なら。精霊たちが力を貸してくれるなら、もしかしてなんとかなるかもしれない。まだ痺れる体を懸命に動かして地面を蹴り、翼を羽ばたかせて、私は空中へとその身を躍らせた。

『精霊たちよ。力を貸して!!』

　神経を研ぎ澄ませて精霊たちの声を聞く。私の目の前に巨大な魔法陣が現れて、そこから燃え盛る炎が噴き出し、竜帝の巨躯を包み込む。

『小癪な！』

　だけど、その火炎は竜帝の咆哮一つで掻き消えた。今のは魔法だ。私に従う精霊たちを無理やりに従わせた。わかってたことだけど、竜帝の魔法の能力も私なんかよりずっと上。

　そもそも竜の魔法は精霊を支配して使うものだ。精霊の意志に関わらず、支配能力が高い方が勝つに決まってる。

　絶望に蝕まれそうになる心を奮い立たせ、私は腕を振りかぶった。

『やぶれかぶれの攻撃なぞで余を倒せると思うのか！』

　思ってない。そもそも勝てないだろうことなんて、最初からわかってた。それでも来たのは、少しでも時間を稼ぐためだ。

　私の爪は彼に届かず宙を掻き、反対に相手の爪が私の胴体に深く入る。悲鳴を飲み込んで、私はさらに深く一歩を踏み出した。それは相手には予想外の動きだったのだろう。一瞬の虚をついて、私の爪が相手の眼球を抉る。

『ガッ……！』

　呻き声を上げて、竜帝が顔を背ける。でもだめだ、浅い。きっと視力を奪うほどには至らない。

　思った通り、再びこちらを振り返った双眸は、血を流してはいるもののカッと見開き、憎々しげに私の姿を映している。

『この……小娘が！』

　竜帝が吠え、その咆哮は風の精霊を操って私に襲い掛かった。風が鋭い刃のように私の皮膚をあちこち切り裂いていく。

『お願い、精霊……！　私の言うことを聞いて！』

　襲い掛かる精霊たちも悲鳴を上げている。彼らも抗えないのだ。なのに、不意に風の刃の勢いが弱まった。

『何!?』

　竜帝の声には焦りが含まれていた。もし、彼の支配が何者かに遮られたとするなら。

　人にその力はない。私では及ばない。精霊を支配する最強の竜、その上をいける存在は、たった一つだけ――

『また、神が邪魔をするのか。なぜだ!!』

　竜帝が喚きながら力任せに腕を振り下ろし、私は両腕をかざしてそれを頭上で受け止めた。

『私はわかる気がする。人の生み出した文明、人の作り出すものは美しい』

　きっと神様は心を痛めたのだ。それらを竜が無惨にも焼き払うことに。

『あなたも人と暮らしてみればわかる』

『世迷言を！　そのようなもの、余の一握りですべて塵芥になる！』

　それをこそ、きっと神は憂いたのだと思うのに。

『くう……っ！』

　足が地面にめり込む。このままじゃ受けきれない。焦ったそのとき、ひゅっと顔の横を何かが通り抜けた。これは――矢だ。無数の矢が、一斉に竜帝へと襲い掛かる。

「臆するな、私に続け！」

　聞き覚えのある声、聴き間違いようのない声が耳に届く。エルオール騎士団の馬が竜帝めがけて駆けていく。その先頭に、輝く剣を携えたジスランを戴いて。

『だめ、逃げて！』

　通じないことはわかっていても、叫ばずにいられなかった。私でもまるで歯が立たないのに、人間なんて軽く踏み潰されてしまう。竜帝が足を持ち上げ、絶望に心臓が竦む。

　しかし、竜帝がその足を地面に降ろす前に、その場にいた騎士たちはぱっと四方に散開した。ズン、と大地が揺れても、落馬する者は見当たらない。散っていた騎士たちは綺麗な隊列を描いて、あっという間に元の陣形に戻っている。

　なんという統率力だろう。それに、さっきから絶え間なく矢が飛んでいるのに、私にはまったく当たっていない。いくら竜帝の方が体が大きくても、私をここまで綺麗に外すのは意図していないと無理だ。いや、意図的だったとして、そんなこと可能なんだろうか。

「赤い竜には当てるな！」

　ジスランの指揮が聞こえる。私が敵じゃないのをわかってくれてる。

　竜帝の、そして私の一挙一動を見て、ジスランがその都度指示を出し、それは各部隊に素早く伝わり、細かく状況に応じて動いている。

　ああ……そうか。

　人が争いを勝ち抜いたのは、何も竜帝の封印や、神の聖剣だけが理由じゃないんだ。

　個々の力がないからこそ、人は力を合わせることに長けている。そして、自らの能力を極限まで高める。誰かを守るために血だらけになって戦い、己の力を高め続けることができる。それこそが、竜を超える人の力なんだ。

　そしてそれは何も、戦う力だけじゃない。

　竜の鱗は厚く硬い。普通の矢では貫くことは不可能だ。だけど、ジスランたちが普段魔物を相手にしてるなら、話は違う。魔物によっては、竜の鱗より硬い表皮を持つ種もある。だけど人はそういう魔物と戦うために、知恵を絞って武器を作り出してきた。長い時間をかけて、何度も改良を重ねて。その人の努力は、今、竜帝の鱗を貫いている。

　一本一本の威力は小さくとも、積み重ねればダメージは蓄積される。実際、竜帝はわずらわしそうに片手で空を薙ぎ払い、矢を振り払った。

『このような玩具で余に傷をつけられると思うたか！』

　人には、その言葉は咆哮にしか聞こえないだろう。それでも充分牽制の効果を果たしている。矢だけでは致命傷にはならない。そして長引けば長引くほど不利になる。

　竜帝を倒せるとすれば、方法は一つだけ。

『ジスラン！』

　言葉は通じていないはずなのに、呼びかけるとジスランはまっすぐ私を見た。応えてくれた。

『乗って！』

　どうか通じるようにと祈りながら、ジスランの前に降り立ち、首を下げる。すると彼は迷わず馬の上に立ち、そこから私の背に飛び乗った。

「援護を頼む！」

　ジスランの指示だけをその場に置いて、私たちは夜空に舞い上がった。弓矢と魔法部隊が見事に連携を取り、竜帝の動きを抑制している。

「マリエル。マリエルなんだな」

　それは、問いかけというより確認のような響きで、返事の代わりに私は一声吠えた。

「……いいのか？　お前の仲間じゃないのか？」

　こんな状況だというのに、彼は私を気遣ってくれる。

　そう。私は人じゃない。私が人を守らなければならない理由はないかもしれない。

　だけど、私はずっと人に憧れていたんだ。本で読んだ人の暮らしに、営みに。たくさんの家が立ち並ぶ大きな街や、そこで仕事したり、可愛い店で友達とお茶をしたり、おしゃれをして恋人と過ごしたりすることに。竜にだって心はあるし、家族もいる。でも、こんなに情緒豊かな暮らしはきっとできなかった。

　竜の末裔として、私の行動が正しいのかはわからない。

　だけど一つだけ、たしかにわかることがある。それは、私自身の気持ちだ。

　答えの代わりに、私は力を集中させると竜帝めがけて火炎を吐き出した。

「ありがとう、マリエル。力を貸してくれるなら、もう少し奴に接近できるだろうか。この剣が届くところまで」

　ジスランにもわかっている。もし勝算があるとしたら、聖剣だけだ。だから私もさっきから近づこうとしているのだけれど、それを容易く許す相手じゃない。

　騎士団は善戦しているけれど、矢も体力も無限じゃない。もう限界が近いはずだ。それに反して、竜帝の力は少しずつ強まっていた。たぶん、封印が解けたばかりのときは、まだ完全には力が戻っていなかったのだろう。

　このままじゃ、やられるのは時間の問題だ。何か、何かもう一つ。

　そう祈りながら竜帝の周りを旋回していたそのときだった。暗い空に、何かが瞬いた。

　星だろうか。焦りと疲労が募る頭で、ぼんやりと考える。だけど、そんな状態でもその考えが違うことはすぐにわかった。

　こちらに向かってすごい早さで近づいてくる、いくつもの光。

　竜だ。それも一体や二体じゃない。

『おお！　同胞たちよ！　さあ、この地上に再び我らの楽園を作ろうではないか！』

　竜帝が高らかに叫んだ、そのとき――銀色の風が、竜帝の体を包み込んだ。

「――っ!?」

　背中ごしに、ジスランが驚いたのが伝わってくる。でもそれ以上に、私が驚いていた。

　とつぜんあちこちから現れた竜たちが、竜帝を攻撃し始めたのだ。呆然とする私の真横を、真紅の美しい竜がすれ違っていく。

　私たちは、生まれたときから人の姿で過ごす。

　だから、竜としての姿は知らずに過ごす。なのにわかった。理屈ではない感覚。

『お母さん！』

　それ以外はわからない。だけどたぶん、私の住んでいた里の竜族たち……ううん、それだけにしては数が多い。きっと、エルオール中の力を持つ竜族たち。

『ありがとう、みんな……！』

　この機を逃すわけにはいかない。たぶん、完全に復活した竜帝相手では、今生き残っている竜すべてが力を合わせても勝てない。

　ジスランを乗せて、私は竜帝の近くまで滑空した。ギロリと竜帝の目が私を捉え、鋭い爪の一撃が来る。それをかわして、竜帝の肩口まで接近したそのとき、背中に痛みと衝撃が走る。

「マリエル！」

『行って、ジスラン！』

　なんとかジスランは私の背にしがみついていたが、傷を負った私を気にしてか、背を離れない。だけど、これ以上竜帝に近づける好機は二度とない。

　もう、私には攻撃を受ける力もかわす気力もない。あと一撃でも食らったら飛び続けることもできなくなる。

　通じない言葉にもどかしさを覚えながらも、私は願った。

『お願い――！』

　ふわ、と背中の感触が離れる。

　ジスランが剣を掲げ、私の背から飛び降りていた。手にした剣が白銀の光を宙に引く。その刀身は光を纏って、本来の何倍もの大きさになっていた。裂帛の気合と共に、その剣をジスランが竜帝めがけて振り下ろす。

　まるで星が砕けたように、きらきらと眩い光が辺りに散った。その目が潰れるほどの激しい光の中で、私は必死に目を凝らした。その中に地面に落ちていくジスランの姿を見つけて、すんでのところで彼の体を背に受け止める。

「総員、退避しろ!!」

　安否を問う前に、ジスランは身を乗り出して叫んでいた。ゆっくりと、竜帝の体が傾く。これだけの巨体だ、下敷きになれば助からない。既に騎士団は退避を始めてはいたものの、騎士団の規模も大きい。

　間に合わない。

　そう悟って、とっさに炎を生み出す。私が放った火炎が竜帝の体を包むと、他の竜たちも一斉に魔法を放った。突然巻き起こった火炎に騎士団は混乱しかけたが、すぐに彼らを傷つけるものではないと気がついたようだった。魔法の炎は、対象物以外は燃やさない。

　かつて地上を滅ぼしかけ、長い眠りについていた竜帝は、今度こそ本当にこの世から消える。力を完全に取り戻してなかったとはいえ、それができたのは、神と人と竜族すべての力が合わさった結果だろう。

　竜帝の体が灰になり、風に乗って夜空に溶けていく。それと共に、竜たちもほうぼうの空へと帰っていく。

　地上に降り立ち、ジスランを地面に降ろすと、私は再び空へ舞い上がった。

「マリエル！」

　呼び止めるように、下からはジスランの声が聞こえる。

　それを遠くに聞きながら、私は去っていく竜たちを追った。だけど、傷ついた翼がうまく動かせない。やがて私は意識を失い、真っ逆さまに森の中に落ちていった。






　体のあちこちが痛い。そして、とても寒い。

　手も足も動かない。

　私はこのまま死ぬのだろうか。

　辛うじて、まだ痛みを感じる。土と草の感触、夜風と血の匂いもわかる。だけど、それらはだんだん薄くなっていく。

　遠くで――ジスランの声が聞こえた気がした。

　私を探してくれているのだろうか。でも、もう人の姿に戻れない。傷が深く、意識も混濁して、力がまるで出せない。

　この姿のままでは返事もできない。ジスランの名も呼べない。少しずつ、声が遠ざかっていく。

　……でも、それでいいのかもしれない。

　エルオールの人々を、ジスランを守れたのなら、このまま死んでも後悔はない。

　会えても、もう言葉も交わせない。手で触れることもできない。それに、私が竜と知ったジスランが、変わらずに接してくれる保証なんてない。

　だって彼は竜殺しの末裔だもの。

　竜帝がああして暴れた今、やはり竜は危険だと認識されたに違いない。私のことも倒すべき危険な存在と思っているかもしれない。

　そこまで考えて、私は閉じかけた瞳をこじ開けた。

　そんなはずない。ジスランはそんな人じゃない。

　それに私もまだ……こんなところで死にたくない。ジスランに本当の気持ちを伝えないままで。

（ジスラン――！）

　言葉にならなくても、何か音を出せれば。叫び声は、か細い鳴き声にしかならなかった。それでも、私は叫び続けた。自由にならない手足を動かし続けた。

　もし私を見つけたのが他の人間なら、この場で殺されてしまうかもしれない。それでも呼び続けた。

「マリエル!!」

　そうして、どれくらい経ったのだろう。喉が潰れ、口の中に血の味がし始めた頃、私の顔に触れる暖かな手の感触を感じた。

「マリエル、目を開けてくれ！」

　重い瞼を持ち上げる。夜空に浮かぶ月のような、眩い銀髪の青年が、泣きそうな目をして私を覗き込んでいた。

「死なないでくれ……」

　涙声で呟く彼に、返事をしたかった。手を伸ばし、その首に飛びつきたかった。だけど、そのいずれも叶わない。

「お前が何者でもいい。どんな姿でもいい。俺の傍からいなくならないでくれ」

　そう懇願する、彼の姿がぼやける。

　懸命に開いた両の瞳から、涙がぼろぼろと溢れた。

　神様がいるのなら、お願い。もう一度私を人の姿にしてほしい。優しい彼に、感謝を伝えるために。楽しかった日々にお礼を言うために。そう、心から祈ったとき。

　ぼやけた視界が、赤い光に包まれた。少しずつ苦痛が遠のいていく。動かせるようになった自分の手を見ると、どうも光っているのは私自身のようだった。呆然とする私の目の前で、鉤爪と鱗のついた赤い手が五本の指を持つ小さな手のひらへと変わっていく。

「ジスラン……！」

　驚いたように私を見る彼の名前が、私の口からするりと飛び出る。そんな私の体を、ジスランの両腕が包み込む。

　その首に両腕を回したとき、肩越しに赤い羽根が落ちていくのを見た。

　空を仰ぐと、月の中に、竜のシルエットが見えた。それはすぐに光を外れて見えなくなる。だけど、それが誰なのか私にはわかっていた。

（ありがとう、お母さん……）

　胸の中でそう呟きながら、今度こそ私は意識を手放した。
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　柔らかな日差しに目を開ける。朝だ。

　ベッドの中で両腕を上げ、大きく伸びをすると、枕元に積んでいた本が顔の上に落ちてきた。それを片付けようにも置き場はない。ベッドの上は見事に本だらけだ。

　あれから、ジスランは私を城に連れ帰り、介抱してくれた。私があのとき人の姿に戻れたのは、たぶんお母さんが力を貸してくれたのだと思う。おかげで一命はとりとめたものの、傷がすべて治ったわけではなかった。三日三晩眠り続け、目が覚めてからもなかなか動けず、今もまだ自由に動き回ることはできない。

　だけど今はもう傷はほぼ塞がったし、食欲も元気もだいぶ出てきた。そうすると今度は暇を持て余すようになった。

　そんな私のもとに、ジスランは忙しい合間を縫って本を届けてくれる。

　今日も、両手いっぱいに本を抱えて現れたジスランを見て、私は苦笑した。

「ジスラン、今日もありがとう。でも、そろそろ読み切れなくなってきました」

「あぁ、すまない。お前が好きそうな話を見つけたから、つい」

「ほんと？　どんな話ですか？」

　ジスランのおすすめは外さないのだ。そう言われると俄然気になる。ベッドに腰かけて彼が見せてくれた本に顔を寄せる。凝った装丁と幻想的な表紙絵は、もうそれだけで興味を惹かれる。

「綺麗な本」

　興奮冷めやらぬままに彼を見上げると、思ったより近くに彼の顔があった。本しか見ていなくてそれに気がつかず、とっさにパッと体を引く。

「……だいぶ調子が良さそうでほっとしたよ」

「ありがとう。もう平気です。そろそろ、家に帰っても……」

　あれから、私はずっとお城で過ごしている。広いお部屋に、大きなベッドに、お食事を運んでくれる人やお洗濯してくれる人がいて、毎日お医者さんにみてもらっている。傷が深くて最初は気にする余裕がなかったけれど、元気になってきたらなんだか申し訳なくなってきた。私、ただの一般庶民なのに。

「帰っても一人なのだろう。体が完全に癒えるまではここにいてくれ。でないと俺が心配で眠れない」

「そうですか……ジスランが眠れないのは困ります」

　真剣に悩んでいるのに、ジスランはそれを聞いて「はは」と笑った。

「お前の職場にも事情は話してあるし、人も派遣してある。心配せずに体を休めてほしい」

「事情というと……」

「ああ……先日の騒ぎに巻き込まれて怪我をしたと、当たり障りない程度だが。それから、例の彼はあのあと退職したと聞いた」

　言葉を選ぶようにして、ジスランがそう教えてくれる。

「……俺の口からは言っていないが、城下では色々と噂が飛び交っている」

　……たぶん、ニコル先輩は私が化け物だと言って回ったんだろうな。それに、あのときは人の目まで気にしている余裕はなかった。私が城から飛び立つところを見た人もいるだろう。騎士団は、竜帝や竜の姿の私、それに里から集まった竜たちを見ている。もう、竜は伝説の存在ではなくなってしまった。

「じゃあ……私はもうエルオールにはいられませんね」

「なぜだ？」

　ぎゅっとシーツを掴んでそう言うと、ジスランは心底不思議そうに問いかけてきた。

「お前は竜帝からエルオールを守ったのに」

「でも、私一人じゃ敵わなかった。竜帝を倒し、エルオールを守ったのはジスランです」

「俺一人でも敵わなかった。いや、俺たちだけでもきっと。騎士団と、手を貸してくれた竜たちがいたから勝てたんだ。人と竜が手を取り合って戦ったから危機を乗り越えられた。それはあの場にいた騎士たちみなが知っていることだ。竜に命を救われた者もいる」

「でも……」

　果たしてそれだけで、人は竜を受け入れようと思うだろうか。その危機を起こしたのもまた、竜なのに。

「マリエル」

　名を呼ばれて、うつむいていた顔を上げる。ジスランは本を置くと、まっすぐに私を見つめ返してきた。

「もっと単純な話、俺はお前にここにいてほしい」

「どうして？」

「どうして、って……」

　それこそ理由がわからずに聞き返すと、彼は少し不機嫌な顔をした。

「俺が、傍にいてほしいからだ」

　ジスランが視線を逸らす。不機嫌そうな顔をしているのに、その頬は少し赤い。

「でも……私、人じゃないんですよ？」

「マリエルは嫌か？　俺はお前の一族を滅ぼした者の末裔だ。俺を拒絶していたのもそれが理由だろう」

　たしかにそうだ。だけどそれは、私が嫌なのではなく、ジスランが受け入れてくれないと思っていたからだ。

　人ではないことに、私はどこか負い目があったのだと思う。

「昔のことは関係ないと思っています。ですが、人にとって竜は魔物と変わらない存在ではないのかと……」

「なぜ？　こうして言葉を交わせるならば共存できる道はある。魔物とだって、そうできるなら俺はそうしたいと思っている」

「ジスランは優しいんですね」

「そういうわけじゃない。ただ、誰も好きで戦うわけじゃない。相手が人であれ人でないものであれ、戦いなどできるだけない方がいい。手を取り合う方がずっといい」

　それが優しさでないのなら、一体なんだと言うのだろう。人間はやっぱり少し難しい。だけど、人のそういうところが私は好きだ。

「……私も」

　彼の手に手を重ね、私は返事をするべく口を開いた。

「できるでしょうか。私たちに、手を取り合うことが」

「俺たちにできなければ、一体誰にできると言うんだ」

　重ねた私の手を握りしめ、ジスランが力強く答える。

「竜の末裔と竜殺しの末裔が出会い、手を取り合った。後にそんな物語が世に溢れるだろう」

「そうしたら、月のような銀色の髪の主人公に、きっと女の子たちは恋するでしょうね」

「主人公はお前じゃないのか。炎のような髪が……少し跳ねた」

　私の前髪に触れて、ジスランがいたずらっぽく笑う。

「わかりました。今のが嫌味というものですね？」

「違うな。今のは、可愛いと言ったんだ」

「……難しい。もう少しわかりやすくお願いします」

　眉根を寄せて呟く私の頬に、ジスランがそっと手を添える。唇が重なったとき、背中からバサッと翼が飛び出していた。少し顔を離し、彼が不可解そうに問う。

「……それは、どういう反応なんだ」

「ごめんなさい……そ、その、そういうことすると、集中力が乱れてしまって……」

　あわてて翼をしまったのだが、またすぐにキスされて、再び飛び出てしまう。

「か、からかっているでしょう!?　翼、しまえないじゃないですか！」

「なぜしまうんだ。もう隠す必要はないのに」

「角も出ますよ！」

「一向にかまわない。竜に戻ったお前も綺麗だった」

　かぁっと顔が熱くなる。そんな私を見て、ジスランは笑った。

「いつか、人と竜が当たり前のように共に生きられる日が来る。その頃には、人と竜とが争っていたことなど誰も知らない世の中になっているさ」

　――そんな日が来るまでには、まだ悲しいことも苦しいこともあるかもしれない。だけど、私たちが手を取り合えたことは、その日に向けた確実な一歩になる。

　そう確信して、私は出たままの翼を伸ばしながら、彼の腕の中に顔を埋めるのだった。
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